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闇
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雑

品蘇
.

濠
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・
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地
方
税
亡
し
て
の
地
租
の
課
税
標
準

戸

正

雄

緒
言

(↓
本
研
究
の
目
的
勾
地
租
の
重
要
粉
地
租
の
課
税
標
準
の
現
状
⇒
説
述
の
順
居

(

(

rk

(

第
一
段

地
方
地
租
課
税
標
漁
　の
本
質

ラ

ラ

ラ

ラ

其
一
.
課
税
標
準
の
内
緒

(↑
各
種
の
課
税
標
準
値
古
代
的
の
も
の
田
現
代
的
の
も
の
仁
現
代
的
課
税
標
準
の
匠
別
特
徴
)

ラ

ラ

ラ

ラ

其
二

課
税
標
準
の
決
定
方
法

(
一決
定
方
法
の
大
網
二
決
定
方
法
の
賓
例
係
近
蜜
牧
盆
制
田
近
喪
便
絡
制
)

(

(

第
二
段

地
方
地
租
課
税
標
準
の
比
較

其
一
警

製

羅

制
(圖

盆
制
の
舞

各

籍

制
の
短
禺

傘

麗

上
ω
牧
霧

た
・
魯

篁

㈲
他
益

益
磐

の
關
係
土
豚

ラ

ラ

ラ

ラ

　

ラ

ラ

ラ

入
政
策
上
④
縄
濟
上
ω
衛
生
及
美
観
上
に
攻
益
制
の
短
所
叉
に
慣
絡
制
の
長
所
倶

[
股
に
観
て
い
公
平
課
税
上
偽
牧
人
上
値
肚
會
政
策
上
に
経

ラ

ラ

濟
上
ほ
課
税
技
術
上
ω
特
に
地
方
税
ε
し
て
)

(

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

其
二

塞
幌
制
封
近
賞
制

(↑
毫
帳
制
の
長
所
叉
に
近
實
制
の
短
所
色
公
準
課
税
上
㊤
租
視
貢
捨
上
⑮
物
上
頁
櫓
幡
非
實
果
的
能
力
の
員
携
に
攻

入
上
⑪
舞

上
司
法
上
①
離

技
術
高

議

制
の
短
所
各

近
箒

の
濤

㈲
一
般
的
見

て
ω
傘

窺

上
㈲
牧
入
上
㈹
羅

技
術
喬

ぼ
　

ラ

ラ

ラ

　

特

に
地
方
税

ピ
し
て
い
公
苧
課
税
及
杜
曾
政
策
上
ろ
牧
入
上
、に
課
硫
技
術
上
)

(

(

(

結
論

〔全
文
の
要
凶日
)

O

緒

凶
日

「

　
エ
ド

一
A
地
租
は
實
に
頗
る
古
く
且

つ
廣
右
行
は
れ
來

つ
だ
税
で
あ
る
が
、
今
日
に
至
っ
て
は
國
視
ε
し
て
重
き
を
成

(

(

」

論

説

地
方
靴
ミ
し
て
の
地
租
の
.縦
穐
標
準

'

第
十

}
巻

(第
五
號

一
九
)

五
九
三

,

一.



輪
読

地
方
醤

し
て
の
地
租
の
課
税
標
準

第
+
暮

(第
五
號

二
9

五
九
四

『

さ
す
、
其
代
り
地
方
挽
ご
し
て
益

々
重
き
を
成

さ
ん
`
し
て
居
る
。
特
に
夫

の
利
盆
原
則
の
斟
酌
を
地
方
税
に
於

て
至
當
ピ
す

る
こ
ピ
に
な
れ
ば
、
即
ち
地
方
團
艦

の
獲
達
及
其
施
設
ご
土
地
所
有
者

だ
の
間
に
於
け
る
密
接
な
る

關
係
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
地
方
税
に
於
て
地
租
が
重
き
を
成
さ
ゴ
る
を
得
ざ
る
こ
ご
、
な
る
(註
一
)。
叉
純
能
力

原
則
か
ら
見
て
も
特

に
田
舎
地
方

に
て
は
能
力
を
示
す
も

の
ε
し
て
は
土
地

に
越
す
も
の
は
な

い
(註
二
)。
叉

『
般

に
い
ふ
て
假
令
動
的
財
産

が
多
々
あ
っ
て
も
、
園
家
な
ら
ば
ま
だ
之
を
捕
捉
し
得
る
が
、
地
方
官
椹
で
は
之
を
捕

捉
し
難
.い
ε
い
ぶ
こ
ご
も
あ
り
(註
三
)、
更
ら
に
田
舎
で
は
近
世
都
市

の
獲
達
の
爲

め
、
兎
角
往
往
移
民

の
出

る
傾

が
大
き
く
人
的
の
税

の
み
で
は
吸
入
難
を
嘆
ず
る
こ
ご

、
な
る
の
恐
も
あ
る
(註
囲
)
。
然
れ
ば
地
方
税
ε
し
て
地
租

が
重
く
な
る
の
も
無
理
で
な

い
(註
五
〉。
之
を
我
邦
の
實
際

に
つ
い
て
見

る
も
、
近
年
國
視
地
租
に
劃
す

る
地
方
附

加
税
の
制
限
響

盆

前

上
げ
島

て
曹

は

・.、+
野

.、。
(毛
嫌

の
地
租
に
つ
き
)
に
も
達
し
・
實
際
に
は
此

ラ

制
限
牽
を
も
超

え
ん
ご
す
る
勢
に
あ
な
に
於
て
、
如
何
に
今
日
の
我
地
方
税
に
地
組
の
重
き
か
～
分
お
。
B
然
る

(

に
斯
く
も
地
方
税
こ
し
て
重
要
な
る
地
租
に
於
て
課
税
標
準
が
何
う
な

っ
て
居

る
か
ご
い
ふ
蓬
、
外
國
に
て
も
例

が
多

い
が
、
日
本
で
も
國
税
の
に
附
加
さ
れ
で
居
る
。
」即
ち
地
租
毫
帳
に
登
録

さ
れ
た
る
、
牧
盆

か
ら
還
元
さ
れ

た
所
の
法
定
地
償
、
即
ち
徴
十
年
間
未

だ
嘗
て
根
本
的
全
改
訂
の
行
は
れ
な
い
も
の
に
依
る
こ
ε

、
な

っ
て
居
る

此

の
如

き
は
或
は
国
家
自
身
の
爲

め
に
は
止
む
を
得
な
い
こ
ε
か
も
知

れ
な
い
が
、
既

に
地
方
税
ご
し
て
狭
き
範

園

に
行

ふ
ご
な
る
ご
、
此
に
拘
泥
す

る
に
及
ば
ず
、
も
つ
ε
遽
切
な
る
他
の
標
準
を
選
む
こ
ε
も
出
来

る
こ
ご
も

「



F

「

'

雌

来

る

し

▼

又

む

し

ろ

其

方

が

奨

め

ら

る

、
ひ

此

の

如

き

こ

ご

は

夫

の

附

船

穂

の

輕

く

て

済

む

間

は

格

別

問

題

ε

な

ら

ぬ

が

、

近

頃

の

如

く

其

の

重

く

な

る

に

於

て

は

地

方

税

ε

し

て

の

地

租

は

、

其

地

方

税

こ

し

で

の

性

質

に

最

適

切

な

る

他

の

も

の

を

選

ん

で

其

標

準

こ

し

な

く

て

は

な

ら

瀕
。

之

に

よ

り

て

一
暦

の

公

雫

債

婚

を

計

り

、

且

つ

多

牧

を

期

し

な

け

れ

ば

な

ら

戯

。

佃

っ

て

下

に
其

理

由

を

究

め

貴

鮒

を

考

へ
、

堀

て

地

方

税

革

新

に

一
材

料

を

供

し

ゃ

う

ご

思

ふ

。

元

來

地

租

の

課

税

標

準

は

此

税

に

於

け

る

最

難

問

又

は

最

甥

黙

ε

も

い

は

る

、

が

(詮
索
)
、
併

し

地

方

税

の

其

ε

い

ふ

こ

ざ

に

限

定

す

る

`

、

そ

ん

な

に
六

つ

か

し

い
問

題

で

は

な

く

、

却

て

明

瞭

に

し

て

極

め

て

容

易

に

解

決

さ

る

べ

き

問

題

に
泄

ぎ

な

い
。

ラ

註

じ

仏

フ
グ
ナ
!
ば
地
方
税
F
て
に
、
而
し
て
常
識
團
儂
が
揚
麗
的
に
小
な
れ
ば
小

な
る
ほ
こ
随
て
最
多
く
市
町
村

の
誤
称

F
於
て
、
給
付
及

反
劃
給
付
原
則
滴
用
の
範
囲

に
国
税
の
場
合
よ
り
し

「
膳
多
く
な
る
。
此
に
大
な
る
範
園

に
て
特

に
物
質
経
済
的
性
質
の
給
付
が
現
に
れ

、
其
敷

、
果
は
實

F
各
個
の
人
の
範
園

反
所
有
範
囲
の
爲
め
に
分
別
し
、
指
示
す
べ
く

、
叉
多
少
財
産
特

に
土
地
財
産

に
於

て
偵

俺
墳
加
ミ
し
て
測
定
す
べ

音
給
付
が
現
に

ろ
。
市
町
村
特

に
都
市

に
於
て
特

に
土
地
所
有
の

一
層
重
音
質
糟

が
此

の
如
き
科
征
に
依

ろ
課
税
の
目
的
に
適

ふ
ミ
い
ひ
、
ロ
ッ

ジ
ア
ー
も
市
町
村
の
地
租
及
家
屋
種
ば

・
市
町
村
内
に
置

か
れ
た
ろ
土
地
の
便
値
な
堵
加

す
ろ
凡
ぺ
て
の
市

町
村
壷
肝
心
充
た
す
爲
め
に
大

に
滴

賞
す
遣
い
ひ
、

ヘ
ソ
ケ
ル
も
恰
か
も
市

町
村
及
其
聯
合
の
政
治
及
行
政
上
の
行
爲
が
土
地

所
有
利
爺

の
水
質
的
進
捗
に
集
ま
δ
こ
ε
葎
疑

ふ
か
得

槍
。
其
故
に
国

家
が
地
租
攻

人
為
噺
余
し
て
、
地
租
か
地
方
税
ご
し
て
市
町
村
及
其
他

の
自
治
髄

に
娑
陳
ず
ろ
こ
ご
が
提
案

さ
れ
た
ミ
い
ふ
。

ノ

.

イ

マ
ン
に
地
方
に
於
て
物
税

の
合
理
的
成
形
に
進
む
べ
き
理
由
の

　
ピ
し
て
、
土
地
及
欝
業
が
市
町
村
の
繁
榮
及
五
八交
通
施
設
工
.り
大
な

る
利
益

な
受
く
る
こ
ご
為
擧
げ
.

ヲ
エ
フ

レ
ー
ぱ
土
地
所
有
に
射
し
て
地
方
的
の
地
租
は
、
租
税
の
形
々
装

へ
ろ
其

自
身
辯
護
さ
る
べ
き
利
益
分
櫓

金
で

あ
ろ
こ

い
ひ
、
バ
ス
テ
ー
ブ
ル
も
勤
務

に
封
ず
ろ
比
例

に
於
げ

ろ
相
観
の
考
が
此

に
或
力
な
も

つ
。
地
方
費
用
の
重
な
る
利
益
に
共
地
偏
に
財
産

・

D

な
有
す
ろ
者
に
聞
す
ε
爲
し

、
エ
ー

ペ
ル
ヒ
も
土
地
及
建
物

の
便
絡
の
上
騰
に
・
市
町
村
施
設

の
石
張
こ
最
密
な

ろ
關
係
あ
り

己
い
ふ
・

論

説

地
方
税

ε
し
て
の
地
租
の
課
税
標
準
.

第
+

一
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五
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一
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論

説

地
方
種
こ
し
て

の
地
租
の
課
税
擬
革

第

+

一
巻

(
第
五
號

二
二
)

五
九
六

　B
尤
も
若
干
の
異
論
者
あ
り
。
例
之
ビ
リ
ソ
ス
キ
ば
市
町
村
税
に
給
付
及
反
掛
絵
竹
原
則
々
認
め
ず
。

随
ふ
て
不
動
産
税
な
唯

一
の
市
町
村
税

ピ

(す
ろ
こ
巴
ば
理
論
上
實
際
上
許
す
.へ
か
ら
ず
・
国
家
の
不
動
座
視
々
市

町
村
に
委
か
す
二
巴
も
得
策
な
ら
す
ピ
い
ひ
・
ビ
ル

ン
バ
ウ
ム
も
土
地
側

値
税
11
之
な
勧
む

る
も
市
町
村
.税
に
於
げ
ゐ
給
付
及
反
封
給
付
原
則
の
適
用
に
ば
反
封
で
あ

ろ
o
曰
く
-
地
虫
等

の
重
質
櫓
の
爲
め

の
理
由
こ
し

て
利
益
説
ミ
い
ふ
特
段
な
ろ
市
町
村
的
租
税
原
則
な
採

う
な
要
し
な

い
。
む
し
ろ
其

重
貢
搬
ば
赤
蟇
所
得
エ
リ
も
有
基
所
得
を

一
層
亘
課
す
ろ
こ

の

ミ
祉
要
求
す
る
給
付
能
力
原
則
に
よ
り
て
十
分
に
辯
護
ぜ
ら

る
ミ
。

(註
二
)

パ
ス
デ
ー
プ
ル
は
田
舎
地
圧
で
に
土
地
の
外
に
に
繰
税
さ
ゐ
べ
含

も
の
は
少

い
ピ
い
ひ
、
ピ
リ

ン
ス
キ
ー工
不
動
産
所
有
に
於
て
給
付
能
力

の
特
段
な
ろ
証
明
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
の
。
實

に
市

町
村
ド
於
げ
ろ
経
済
的
及
批
御
酌
ヵ
が
不
動
産
所
有
に
よ
り
て
條
件
ぜ
ら
ろ
＼
こ
こ

㊧

な
避
く

ろ
な
得

坦
ご
い
ふ
。

〔設
置
)

ロ
ー
フ
ナ
ゴ
、に
日
く
、
英
国
で
地
方
税
と
し
て
土
地
及
建
物
の
占
有
物
の
年
債
値

F
賦
課
す
ろ
こ
ご
、
し
た
が
、
斯
く
す
る
こ
ぞ」
に
よ

つ

ら

カ

て
人
民
は
富

の
大
部
分
帥
ち
助
的
な
う
も
の
に
地
方
官
憾
で
に
捕
捉
さ
れ
ろ
こ
ミ
が
出
來
な

い
か
ら

、
其
直
接
賦
課
ば
不
可
能
な
り

ピ
い
ふ
原

則

・な
立
て
た

の
で
あ
る
恥

(註
四
)

ノ
イ

マ
ン
に
地
方
に
於
て
物
税

の
合
理
的
成
形
の
爲
め
の
理
由

の

一
ピ
し
て
、
市
町
村
ぱ
往
移
住
の
爲
め
に
其
租
税
牧
人
の
減
少
す
ろ
こ

53

遭
の
出
来

る
だ
け
少
き
こ
ξ
な
要
す
ろ
こ
こ
々
畢
ぐ
。

/

(註
五
)

バ
ス
テ
τ
プ
ル
に
地
方
税
ε
し
て
適
當
な
乙
醗
の
第

一
に
地
租
で
あ

ろ
。
抽
象
的
理
論
及
経
験

が
地
方
税

の
大
部
分
ば
此
重
要
な
ゐ
物
艦

ば

よ
り
得
ら
れ
な
く
て
ば
な
ら

ぬ
ご
い
ふ
こ
こ
為
誰
明
す
ろ
こ
ピ
に
傾
く

ε
駕
し
、
ビ
リ
ン
ス
キ
も
土
地
に
者
市
町
村
の
始
元
素
蝕
成
す
、
此
故

F

市
町
村
課
税
の
最
自
然
的
且

つ
第

「
の
基
礎

葎
成
す

ε
い
ひ
、
夏
に
彼
ば
進
ん
で
猪
多
の
継
濟

學
滋
の
人
々
が
市
町
村

の
薦

め
に
專
ら
叉

ば
特

に

不
動
産
税
に
依

ろ
べ
匙

こ
ご
毎
要
求
し
・
諸
多
の
學
會
も
之
か
決
議
し

、
ミ
ケ
ー

り
汎
は
地
租
が
本
來
、
市

町
村

に
猛
す
こ
の
原
則
心
立
て
・
ブ

ラ
ウ
ン
ば
土
地
及
家
屋
税
な

レ
ス
ラ
ー
ば
地
租
奮

迅

の
正
篇
な
る
地
方
税

ご
爲
し
た
ε
説
く
。
術
ほ

ニ
ッ
チ
も
国
家
財
政
で
は
益

々
多
く
人
的

所
得
税
ε
相
緻

税
ミ
に
題
り
補
完
ぜ
ら
れ
間
接
税
心
採
ろ
こ
と
㌧
な

っ
た
の
に
、
直
接
物
税
(地
租
海
含
む
)
に
地
方
財
政
中

に
益

々
大
な
重
要
々

の

有

っ
ピ

い
ふ
。

2)

1

Bilinski,DieGelneindehe5teuerllngundd2renRe「orm.S.249.Bimbaum
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り

(註
六
)

シ
エ
フ
レ
丁
に
地
租
の
物
禮
の
課
税
標
準
な
定
め
ろ
こ
ご
ば
土
地
課
撹
の
最
弱
き
方
面
な
り
ξ
い
ふ
て
居
ろ
。

ラニ
説
述

の
順
序

ε
し

て
は
、
先

づ
地

方
地

租
課
税
標
準

の
本
質

を

】
通
り
説

い
て
、
然

る
後
其
特

に
問

題

ご
な

る

(べ
き
標
準

に

っ
き
當
否

を
論
じ
ゃ

う

ε
思

ふ
。
而

し
て
前
者

に
て
は
先

づ
各

種

の
標
準
を
列
暴
・し
其

意
義
を

明
に

し
.
次
ぎ

に
其
決

定
方
法

に
及

び
、

後
.の
當
否
問

題

に

つ
い
て
は
第

一
に
償
榕
樹

牧
盆

を
比
較

し
、
第

二

に
近
實

制
対
塁
帳
制

を
比

較

し
や

う
ε
思

ふ
。

第

一
段

地
方
地
租
課
税
標
準
の
本
質

其

一

課
税
標
準
の
内
容

　

ラ

一
各
種
の
裸
視
標
準
I

A
地
租
の
裸
視
標
準
は
時
代
に
よ
っ
て
攣
遷
し
て
居
る
(読
七
)。
斯
か
る
標
準

`
し
て
恐

く

ぐ

ら

く
最
古
き
は
軍

に
土
地

の
面
積

に
依

る
も

の
で
(註
八
)、
等
級
附

を
駕

し
起

る
面
積

に
よ

る
の
は
既

に
飴
程
獲
達

し
た
後
の

こ
ε
で

〔註
九
)、
其
よ
り
も
む

し
ろ
早
く
総
牧

盆

に
よ
り
其
何

発

一
を
課
す

ε

い
ふ
が
如
き
方
法

が
行

は

お

、
(証

一
〇
)。
何

れ

に
し
て
も
此
等

は
古

き
時
代

に
相

懸

し
把
も

の

で
、.
今

日
の
複
雑

且

つ
進

展

し

つ

、
あ

る
土

地

の
課
税

ε
し
て

は
、

不
適
當

で
問

題

ご
な
ら
な

い
。

其
れ

に
又
此

挽

に
待

つ
べ
き
牧
入
が
多
く
な

る
に
随

っ
て

ラ

も

、
益

々
精
巧
な

る
課

税
標
準

を
要
す

る
こ

ξ

、
な
ら

ざ

る
を
得

隙
〔註

=

)。

B
真
庭

で
今
日

行

ふ
ご
し

て
は
先.

(

づ
縄
牧
盆

双
は
之

よ
り

計
算

し
カ

る
土
地

の
贋
値

か
、

土
地

の
資
本

償
値
其

も

の
か

に
依
る

の
外
な

く
、
其

も
亦

論

既

地
方
税
ピ
し
て
の
地
租
の
繰
醗
標
準

第
十
】
巻

(第
五
號

二
三
》

玉
九
七

7)Schdffle,a,a,0,S.173.



、

,

論

説
.

地
方
税

こ
し
て

の
地
租
の
課
税
標

準
.

第

+

一
巻

{第
.九
號

二
四
)

五
九
八

た

最

近

の

實

際

に

依

っ

て
課

税

す

る

こ

ご

、
す

る

か

」

或

は

或

年

に

於

け

る
其

を

測

定

し

て

之

を

塁

帳

に

登

録

し

置

き

、

之

を

数

年

の

後

改

定

す

る

ま

で

の

問

、

叉

は

時

ご

し

て

永

(

之

に

基

き

て

課
.枕

す

る

か

の

外

な

き

こ

ε

、

な

る

。

從

來

の

例

に

依

る

ε

、

墓

帳

制

に

依

る

ざ

し

て

は

純

牧

盤

其

も

の

が

、

純

牧

盆

脅

還

元

し

だ

る

土

地

儂

値

に

よ

る

こ

ε

、
な

る

が

多

く

、

近

實

制

に

よ

る

ざ

す

れ

ば

土

地

の

資

本

償

値

に

依

る

こ

ご

、

な

る

が

多

い
。

即

ち

今

日

の

問

題

は

牧

盆

暮

帳

制

か

、

近

實

憤

格

制

か

ε

い

ふ

に
在

る

。

(註

t
)

バ
ス
デ
ー
プ
ル
に
地
租
の
経
済
上
の
性
質
及
撮
用

さ
れ
た

乃
特
段
な
ろ
方
法
ば
攣
化
す
ミ
い
ひ
、
淑
ー

リ
ユ
ー
に
地
租
は
交
明
の
進
歩

に

の

從
ひ
段

蟹
こ
異
っ
た
形
式
な
採

っ
た
こ
い
ふ
。

ラ

(註
八
)

〔い
面
積
税

の
励
古
音

こ
ε
に
つ
き
て
匡
、

だ
ー
リ
ュ
ー
ば
其
初
め
土
地

の
百
種
の
割
A門
に
依

っ
て
課
稔
ぜ
ら
れ
た
こ
い
ひ
、

ニ
ツ
チ
も
初

め
に
ば
人
に
儒
…早
に
百
硫
な
穢
し
た
ε

い
ひ
、
ワ
ル
カ
ー
』
最
低
音
文
明
時
代

に
は
地
租
に
農
業
的
に
利
川
潰
1τ
た
ろ
土
地
の
面
積
の
上
の
税
で

あ

み
遭
い
ひ
・
ラ
ウ
も
古
代
に
ば
地
租
に
於
て
土
地
の
大
さ
及
利
用
方
法
の
み
尊
考
察
に
取
つ
六

ご
い
ふ
。
然

る
に
濁
り

プ
ァ
、4
フ
ァ
ー
に
総
攻

益
税
な
古
し
ピ
し

、
第
二
の
地
租
分
配
の
雅
な
ろ
種
類
存
土
地
の
弼
稜
に
倣

う
も
の
こ
濡
す
、

勘

其

不

公
準

な

ろ
・
;
に

つ
き

、

プ
ア

イ

フ
ァ
ー

に
土

地

の
大

さ
ば
攻

盛

能
力

為
決

定

ず

う
も

の
で

な

い
こ

い
ひ

、

パ

リ

・〒

ぱ

土
地

の
単

な

る

(面
積

P
依

ろ
課
税

ば
銃
黙

あ

り

、こ
爲

す
。

更
ら

に

バ

ス
テ
ー

ブ
ル
ば
頗

ら
豊

饒

な
ろ

土
地

の

み
が
耕

作

ぜ
ら
れ

而

か
も
鮒

革

な

ろ
方

法

ド
て
耕

作

助

さ
ろ
㌧
こ
ぐ」
剤
假
足
す
れ
ば
石
稜
挽
ば
公
準
な
う
も
の
で
あ
.ら
う
ミ
い
オ
。

(註
丸
)

プ
ァ
イ
フ
死
1
に
曰
く
、

一
図
劣
化
の
樹
幼
稚
で
あ

っ
て
沓
欄

の
利
用

さ
れ
た
み
土
地
の
利
用
法
も
土
質
も
大
差

な
き
間
に
、
面
積

に
よ

る
分
配
方
法
に
て
も
割
合
に
心
配
が
少

い
。
併
し
或
獲
達
し
た
ろ
文
化
状
態
で
ぱ
地
租
の
分
配
が
唯
多
少
公
正
の
要
求
に
適

ふ
。へ
き

ご
き
に
匡
、

必
然
各
個

の
土
地

の
分
級
が
行
ば
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ね
疋
。

ラ

(註

一
〇
)

A

=
ソ
チ
は
第
二
に
†
分

「
税

、
即

ち
産
物
の

「
部
ん
取
ろ
方
法
が
採
用
さ
れ
た
こ
い
ふ
。
懇
ろ
に
プ
ア
イ
フ
ア
ー
、
ば
土
地
課
税
の

(

8)

9)

10)

Bastable,1.c.P,425.Beaulieu,Tiai亡6clelasciencedesfinances.5ξdI.

P・3u9・
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亭

塒

最
簡

畳

縁

露

的
の
租
類
匡
穂
攻
釜

に
依

ろ
あ

・、
い
ふ
。

.

㎝

外

翼

不
傘

且
つ
不
得
簿

る
こ
三

つ
き
プ
・
イ
フ
ア
ー
髭

が
非
常
に
峡
馨

も
つ
・
何
寝

れ
ば
土
地
の
鋸

禦

蕃

罷

力
ら

き

譜

剛
等
の
雛

示
す
泉

出
來
な
い
か
ら
・
琵

尖

　

添
架

…

即
・
柴

・
頁
の
動
難

犬
蓼

・
の
警

利
用
・
艀

・
.

贈

進
誉

反
ご

二

不
利
が
あ
ろ
二

ひ
・
;

・
ア
i
・
覧

"
・
〒

ベ
ル
…

り
・
奪

畳

-
棊

傘

文
集

罐

誌

ゐ

溜

㌧

註
=

)

・
ッ
・
ア
ー
は
・
く
、
租
税
員
櫓
の
・
く
な
う
に
從
・
て
、
土
地
の
纒
濟
的
等
級
分
が
大
切
な
事
業
ξ
・
ら
・
け
・
ば
・
ら
抑
添

辮無

二
現
代
的
課
税
標
準
の
匠
別
特
徴
一

敗
盆
垂
帳
制
ε
近
實
贋
格
制
ご
を
二
の
重
な
る
現
代
的
の
地
租
課
税
標
準

　

ゴ

蕊

ふ
た
が
・
此
二
の
も
の
商

の
差
別
は
二
黙
で
あ
b
二

は
葦

帳
附
を
用
ふ
る
書

毛

あ
-
盛

は
撃

潔

盆
振

る
巌

警

よ
る
毛

あ
る
・
前
の
黙
は
説
明
の
要
な
と

し
て
・
牧
盆
溜

瞥

・
・
て
見
・
の
・
・

臨

野

山

α

牧
盗
塁
帳
制
で
紐

牧
金
箭

牧
督

し
て
直
接
標
準
手

・
ξ

・
あ
・
が
、
之
蓮

兀
・
て
地
磐

笙

・

舗

蹴

之
を
肇

与

る
・
毫

あ
・
。
例
之
呆

の
地
租
の
如
き
も
亦
然
る
が
、
此
は
矢
張
農

盆
に
依
・
も
の
言

触

内

　

　

ふ
て
宜
し
い
・
所
艘

塞

帳
制
蕊

串

に
は
之
を
も
倉

。
叢

盆
・
依
を

い
ふ
・
・
を
圭
義
手

・
場

撫
屈
膿

.

.1

6

.

　

エ

　

　

じ

　　

欝
軽
鬆
蘇
過
垣碍
蝦
翻
質一叢
欝
搬
辱
渉
駿
麟
濡
麟囎

■
a

u

乱

,

ち

㎝

L

き
も

の
に
依

る
こ
ご

に
な

る
(試
一
三
)
。
併

し
其

の
此

に
依

り
難

き
場
合

に
は
、
牧
盆
を
還

元
し
π
る
儂
格

果
て
補

エ

　

充
す
る
の
外
は
な
い
(註
西

v・
で
何
れ
に
し
て
も
例
外
華

呈

す
る
が
・
兎
も
角

原
則
は
薯

で
織

牧

嵐
雛

㎞

盆
、
後
者
で
は
普
通
償
値
ε
い
ふ
の
差
異
が
あ
る
。

塒
の

均

論

説

地
方
税
こ
し
て
の
地
租
の
課
難

準

備
.‡

巷

(第
五
批

二
五
)

五
九
九



諦

覗

地
方
渉

・し
て
の
焼
租
の
課
税
標
準
,

第
+
暮

(第
五
號

二
き

六
σ
0

(註

一
二
)

プ

ア
イ

フ
ア
T

は
日

ぐ
「

攻
俗

制

に
依

る
ご
マ

う
も
、
級

々
土
地

の
交

逝
債

値

毎
、
純

攻
益

評
定

に
於

け

ろ
助

ご
し

て
引

入

ろ

㌔
こ

ε

新

手

、
嘉

ら
.っ
墓

地
純
聚

の
斯
か
る
覧

に
撃

臨

の
規
定
に
酷

鹿

園
等
権

令
何
等
の
版
籍

生
ぜ
。
.、、

寡

却
。
.

て
人

な
る
維
持
盛
為
要
ず
ろ
ご
U
最
良
の
畑
ε
均
し
く
租
税

に
引

入
れ
ら
れ

る
と
。

・

(註

=
剛一)

普
蓮
儂
位
の
意
味

ド
つ
き

、
肘
ル
ト
ば
善
通
彼
位

`
は
物
の
雑
観

的
便
便
で
・
軌
が
其

雑
観
的
性
腺

に
於
て
鈴
所
有
者
に
取
り
持

つ
所

の
慣
値
で
あ
み

(性
癖
叉
に
嗜
好
偵
値
に
均
し
)
故

に
雌

に
纒
濟
交
逼

に
於

て
正
構
事
情

の
下

に
岡
積
の
物
に
っ
き
得
ウ

ゐ
憶
費
周
償
盛

に
エ
り

て
確
知
ゼ
ら

ろ
ご
い
ひ
、

べ
.ツ
カ
T
ば
普
滝
倒
値
に
於
て
唯
正
常
事
情
下
に
得
ら
る
」
賞
賛
偵
絡
が
考
察

に
來

ろ
コ
必
要
め
乃
場
合

F
口
地
方
的

評
定

に
よ
り
結
局

、牧
盆
が
不
考
慮

こ
に
な
ら
な

い
こ
ご
に
な

ゐ
ピ
ビ
ひ
、
ビ
ル

ン
バ
ウ

ム
は
危
回航
偵
値
己
ば
土
地
が
並
(事
貿
上
の
性

質
ド
從
ひ
、

即
ち
特
段
な

ろ
人
的
關
係
叉
に
其
他

の
慣
値
を
高
か
ら
し
め
叉
ば
低
か
ら
し
む
ろ
寓
情

に
顧
慮
な
く
し
て
交
湛

に
於
て
も

内
所
の
偵
値
で
あ
る
ピ

爲
し
時

下
リ

ユ
磯
ッ
ガ
に
聞
し
て
に
此
は
法
律
上
の
定
義
弔
依
れ
ば
、
.一
般

に
其

土
地
の
爲
め
艦
通
例
の
取
引
に
於
て
及
正
常

の
卑
情

の
下
に
、

其
客
観
的
盤
質
に
依
り
て
、
異
常
な

ろ
又
ば
軍

に
人
的
な
る
事
情

に
考
慮
な
く
し
て
得
ら
る
べ
匙
賞
貿
債
で
あ
ろ
ε
い
ひ
、

(
ソ
セ

ン
に
關
し
て

、
励

ぱ
普
通
の
変
逓
似
値
亡

い
ふ
。.

(註
一
四

)

リ

ユ
ツ
カ
丁
は
曰
く
、
並
日
通
例
値
の
助

に
.,幽
叫
・課
税
す
。へ
ぎ
給
付
能
力
の
捕

捉
に
晶
普

轡
西
で
ば
初
め
に
は
国
家
的
財
産
種
に
端
精
々

得
た
。
逮
で
農
業
的
仁
利
用
さ
れ
た
土
地
の
課
髭
に
係
り
に
大
な

ろ
困
難
に
泄

ふ
た
。
人
ば
此

に
て
ば
夫
の
個
個
な
敢
盆
彼
位

に
よ
り
評
定
す
ろ

.

こ
ピ

㌔
し
た
ご
。
荷

ビ
.ル
ン
バ
ゥ

ム
に
俵
ろ
ミ
、

(
ッ
セ

ン
で
ば
音
遣
偵
値
な
原
則

ご
す

う
が

、
森
林

の
場
合
に
ば
正
常

の
森
林
郷
濟
に
て
生
す
、

.

、
.
.
.
.
.
.
.

r
.

切

べ
含

宰
取
釜

の
　二
十
五
倍
に
均
し
ピ
見
た
足
.い
ふ
ご
ε
で
あ
る
。

.

共

二
.

裸

視

標

準

の

決
.定

方

注

・

ラ

山
決
定
方
法
の
.大
綱
一

課
稔
標
準

の
決
定
方
法
に
つ
い
て
ば
、
毫
帳
糾
に
依
る
場
合

の
.こ
ざ
は
、
敷
料
書
に
も

(通
例
出

て
居
噸
」
我
国
の
制
度
も
が
其
れ
で
あ

っ
て
、
.先
づ
良
く
人
に
知
ち
れ
て
居
る
か
ら
此

に
は
之
を
省
略
し
、

近
實
制
の
分
の
み
を
説

か
う
ざ
.思
ふ
ゆ
倍
…て
其

に
於
て
此
税

の
課
税
標
準
を

定
め
る
の
に
は
、
先
づ
牧
盆
な
れ
ば

15)
16)

17)

撚f「b転ai記6急 二62..al,q.ゆ 、』.。,,G,。c・ 。・,・鴫e,幅 §.,,一6.
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.卜

或
期
間
.を
債
格
な
れ
ば
或
腓
黙
を
定
.め
な
(
.て
は
な
ら
ぬ
。
・そ
し
て
其
期
間
肉
叉
は
暗
黙

に
於
け
る
牧
金
文
は
儂

格
を

雇

は
義
務
者
よ
ガ
申
告

せ
七
め
、
更
む
に
官
職

に
て
集

売

る
材
料
を
参
酌
し
て
、
評
定
委
員
會

に
て
法

号
　
　

ノ

足
す
を

嘆

ず
窟

で
唐

需

七
て
其
定
め
ら
・
ぺ
叢

変

絵

格
は
む
し
ろ
篠

の
具
讐

の
あ

に

依

る
.ぺ
・き
で
は
な

く

て
、
客
観

的
甲
均

的

の
も

の
を
得

ん

こ
亡
を
期
す

べ
き
で

あ
る
(註
一
五
)。

之

に
よ
り
精

確
公

半

が
得
ら

れ
な

い
に
ぜ

よ
、
近

接
公
平

麟
得

ら

れ
(註

「六
)、
此
際
精
確
公
平

を
得

ん
ざ
し
て
具
謄
…的

の
.葱
求

め
を

こ
ご

、
な

る

或

却

っ
て
不
正

申
告

に
誤
ら

喝

へ
こ

恩

、
嫁
渇

の
恐
も

あ
ゆ
ハ註

一
七
)、
調

査

困
難

ε
P
ふ
こ
ξ

あ

あ
り

(註

一入
)
、
幸

に
し

て
此
等

分
弊
.を
冤
れ

て
調
査

が
出

家
、
正
當

に
申
告

さ
れ
π
.ε
し

て
も

、
其
を
租

税

の
如

く
各

人

の
間

の
關

係
を
見

る
も

の

、
標

準

ε
し
て
は
.却

っ
て
不
松
年

ε

い
ふ
こ
ご
も
が
あ

り
(註

[
九
)
、
.む

し
胤
何

人

に
も
其
時

の
正
常

の
事
情

に
於
て
當

る
ドべ
き
も

の

を
選
む

の
至
當
.な

る
を
見

な
け
れ
.ば

な
ら
.楓
道
.樹
果

た
具
膿

的

㊨
を
求
む

る
方

法

に
依

る
ε
.き
ば
、
多
嬰

ε
も
な

り
、
.事

多

く
、
且

つ
多
少
経
済

の
獲
蓮

を
抑

止
す

る
ご

い
ふ
.

鉄
黙
し
あ

る
(註
二
9

。

(註
闘
五
)

フ
グ
ナ
ー
に
人
に
往
々
に
し
て
全
く
箇
別
桐
債
値
叉
に
攻
釜
の
確
知
ね
止
め
、
俄
値
双
に
攻
釜
階
級
の
確
完
に
て
満
足
す
る
。
此
に
て

に
各
箇
の
課
税
物
件
が
其
大
略
の
便
値
叉
ぽ
放
益
に
よ
の
て
評
飽
ゼ
ら
ろ
ピ
い
ひ
、ボ
ツ
ク
叔
到
ゐ
慮
、
人
に
或
李
均
的
眞
實
に
近
き
純
雌
紐
、而

か
も
縄
潴
の
與
え
ら
れ
た
る
元
素
よ
り
中
年
、
所
有
者

の
普
通
の
注
意
書
旭
の
華
瓶

の
條
件

の
下
に
計
算
さ
れ
た
も
の
に
て
満
足
す

ろ
。
1

そ

れ
か
ら
課
税
標
準

こ
し

て
用
立

つ
べ
き
偵
値
は
特
段

な
る
偏
愛
の
便
値
で
な
《
て
、
」
般

干
均
彊
買
便
値
で
な
け
れ
ば
な
ら
.ぬ
乏
い
ふ
。
、
ラ
ウ
に

同

一
純
牧
益
に
於
て
偵
格
な
或
に
高
め
或

に
低
く
定

め
る
所

の
偶
然
の
事
情

が
場
合

の
大
取

に
て
ば
多
少
㌍
准
ず

る
か
ら
、
彼
位
の
略
ぽ
阯
」
な

鈴

覗

地
方

税
と
し
く

の
地
租
の
課
税
標
準

.

第
+
一
巻

(
第
五
號

二
七
)
.
六
〇

一



論

眠

地
方
讐

し
て
の
地
租
の
課
税
標
準
.

第
+
奮

(第
五
號

二
八
)

六
〇
二

る
諸
多
の
土
地
の
卒
均
債
格

に
課
税
標
準
噂
定
む
ゐ
存

一
層
写
し

ε
し
、
随

て
此
際
各
市

町
村

に
於
け
ろ
土
地
な
其
故
釜
能
力

に
工
り
て
或
階
級

に
分

ち
喪
祭

此
昏
級

に
艦
す
る
土
地
の
爲
め
に
集

め
ら
れ

・
此

工
り
し
て

冠

圷

の
卒
均
偵

格
な
得

ろ
こ
ご
差

ろ
ε
い
.ふ
・
街
ぽ
彼
に
ナ
ツ

の

サ
ウ
守」
バ
ー

ゲ
ン
ξ
に
於
げ
る
此

手
綾
の
好
成
績
ば
圭

`
し
て
左

の
諸
項
に
か
、
ろ
ミ
注
意
ち
。

う

わ

σ
分
級
が
注
意
深
く
、
牧
釜
能
力

の
凡
べ
て
の
條
件

、
地
質

、
地
位
等
の
完
全
な
る
考
察
な
以
て
企
て
ら

ろ
㌔
こ
ご
、

ラ

ぜ

俘
費
便
た
求
む
る
爲
め
に
、
其
成
果
が
將
來
の
爲
め
に
標
準

、・・
な
り
得

.へ
き
時
期
、
即
ち
生
産
及
交
通
の
最
小
の
擾
乱
が
現
に
れ
、
重
要
な
ろ
叉

纒
綾
的
な
ろ
饗
化
な
者
時
期
が
議
ま
る
、
こ
書
。

ラω
前
記
の
理
由
よ
最

盆
に
劃
し
正
賞
な
繭

係
に
立
た
書

推
定
さ
ろ
丸

.～
て
の
偵
楚

棄
麦

擾

正
す
ろ
、
ミ
・

ラi
便
用
ず
べ
音
個
格
の
十
分
な
ろ
鍛
な
き
施
で
は
、
純
攻
盆

の
評
定
か
行

ふ
こ
ご
。
・

X5
飲
貼
な
き
萱
偵
工
り
得
ら
れ
た
ろ
階
級
牽
も
が
、
利
子
ご
攻
釜
計
算

に
よ
う
吟
味

に
置
か
れ
、
附
近

の
地
匠

に
て
見
出
さ
れ
た
う
も
の
ピ
比
較

(ぜ
ら

る
、
こ
ε
。

(註

一
六
)

プ
ァ
イ
フ
ァ
7
は
八
11
此
方
法
に
て
各
土
地

の
純
攻
釜

の
精
密
な
ろ
確
知
な
得
た
ミ
信
ず
う
に
誤

っ
て
居

る
。
此
が
近
接
の
或
度
な
得

て
居

う
の
み
こ

い
ひ
、
ぜ
ー
ル
ザ

ソ
〃
に
毫
帳

の
制
定

ド
つ
看
て
、
此
に
よ

つ
て
特

に
牧
爺
の
見
積
匡
よ
り
て
縄
掛
に
正
富
な

る
純
収
益
た
確
知

ず

ろ
、
;
・
ー-
問
題
こ
な
り
得

な
い
。
併
し
眞
實
に
近
接
す
ろ
こ
ミ
が
罐

の
制
定

に
よ
つ
て
可
能
で
あ

み
。
吾
人
ば
眞
貴
の
近
接
に
満
足
し
不
可

切

能
ん
要
求
し
な

い
こ
せ
が
與

え
ら
れ
顧
る
事
情

の
下
に
理
性
的
で
あ
ろ
副
い
ふ
。

(駐

一
七
)

ビ
ー

ル
ザ

ッ
,
ク
は
申
告

方
法
に
決
し
て
満
足
な
ろ
成
果

々
齎
ら
す
能

11
ざ

る
べ
し
ピ
爲
し
、
プ
ア
イ
フ
ア
ー
に
賃
貸
料
叉
ば
地
代
の
不

20

正
申
告

の
危
隙
々
説
く
。

(聾

八
)

ワ
グ
ナ
ー
に
課
税
物
件

の
慣
徳
延
に
牧
釜
の
個
別
的
相
違
及
時
間
的
動
搭

が
顧

ろ
大
で
、
之
玉
り
し
て
敗
釜
課
税
の
困
難
が
生
す
ピ

い

ひ
、

バ
ス
テ
ー
ブ
ル
に
地
代

祉
正
し
く
確
定
ず
る
の
難
章
な
誹
ミ

エ
!
ベ
ル
ビ
に
農
民
特
に
小
農
民
が
往

々
に
し
て
全
く
其
所
得
な
精
密
に
知

ロ

ラ

・
葎

塗

彼
晶

帳
に
慣
染

往
々
に
し
薔

存
す
る
所
の
自
然
饗

が
講

露

難
に
す
う
か
ら
二

伽

(駐
一
九
)

ラ
ゥ
に
賢
賢
慣
た
護

の
基
礎
亡
し
て
利
用
す
る
に
於
て
困
ま
み
築
悄
々
左
の
四
足
し
て
居
る
が
、
之
な
近
貴
偵
格
制
に
て
考
慮
ず
ろ

18)
19)

20)
21)

Wagner,a.a.0.if.S.728.Hock,a,a.0.S,ISO,183,Rau,a,a.O.S,54,

Pfeiffer,a,a.0.S,166,Biersack,UeberBesしeuel・ung.S.128.

Biersack,a.a.0.S.126.P「 合i臼〒er,a,a.O.S.164.
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「

,

ご
ず
江
ば
人
的
の
分
だ
け
な
議

す
れ
ば
頁

ゼ
。
土
地

の
性
質
に
験
し
ヤ
場
所
的
時
間
鯨
な
ろ
も
の
11
v
む
し
ろ
箋

観
晦
分
子

で
み
ろ
α

ラ

セ

ー
人
的
一

例
之
、
各
個
の
貿
手

が
其
他

の
所
有
地
な
完
全

に
す
る
薦

め
F
、
叉
に
計
聾

し
た
る
特
段
な

庖
利
用
方
法
の
爲
め
に
高
き
許
慣
を
爲

くし
、
責
手
の
困
逗
、
赤
瓦
纒
濟
、
.強
制
費
却
、
親
の
土
地
が
小
供

に
恩
恵
的
に
與

へ
ら

う
し
場

合
の
低
音
評
便
に
誤
脱

に
於

て
全
く
利
用
す
る
こ

ε
は

出
来
な

い
。

'
.

ラω
土
地
の
性
質
に
基
音
一

拘
束
さ
ろ
㌧
土
地
は
濁
立
な
う
も
の
よ
り
も
通
例
安
く

、
全
音
大
な
ろ
土
地
庸
産
に
通
例
各
地
片
よ
り
も
安

い
。

ラω
場

所
的
一

佳
異
数

の
割
合
に
或
地
方
に
て
喪
地
の
少
き
こ
ミ
、
土
地
な
借
り
叉
は
買
に
ん

ξ
す
ろ
人

の
多
き

こ
ε
、
富

め
ろ
地
方
ご
貧
な

ろ

地
方

ε
に
於
け
ろ
利
子
歩
合

の
相
違
.

ラ"
時
間
的
ー
ー
各
個
の
時
鮎

に
於

て
偵
絡
々

一
時
或
に
高
め
或
に
妊
め
ろ
所

の
も
の
に
し
て
、
長
期
間
の
矯
め
に
定
め
ら
う
ろ
嘉
帳

の
制
定

に
は

影
響

為
有
す
.へ
か
ら
ざ

る
も
の
、
此
に
旙
す
る
は
往
佳
、
或
農
産
物
の

一
時
的
騰
落

、
戦
時
困
難
叉
に
他

の
大
不
幸

・
利
子
歩
合

の
攣
化
、

ロ
ツ
シ
ァ
ー
も
最
活
溌
な
ろ
変
泄
が
土
地
に
行
は
る
＼
場
合
に
も
全
く
僻
然
よ
り
影
響
さ
れ
ざ
ろ
愛
便
な
見
出
す
こ
ε
ば
往

々
に
し
て
頗

る
困
難

な
る
べ
し
ご
い
ひ
、
此
の
如

喜
偶
然
ーエ
或
に
人
的
性
質
た
り
、
或
に
時
間
的
た
ゆ
、
或
に
場
所
的
た
り

こ
い
ひ
、
略
ぼ
前
者

ピ
同
車

奄
學
ぐ
。
叉

プ
ア
イ
フ
ア
ー
、

ヘ
ツ
ケ
ル
に
嚢
買
値
が
坂
釜
に
件
ば
ざ
る
こ
ミ
為
心
配
ゴ
る
も
、
堰
盆
な
く

建
も
課
税
寸
.べ
音
も
の
あ
ち
こ
ピ
に
、
夫
の
庭
園

建
築
用
地
た
る
べ
き
空
地
の
如
き
が
め
り
、
牧
釜
に
伜

に
ざ
る
こ
ピ
為
憂
ミ
す
み
に
及
ば

の
。
若
夫
れ

(
ツ

ク
ル
が
土
地
の
嚢
買
偵
が
攻
鉦
に
射

し
て
触
り

に
高
き
理
由

ε
し
て
・
此
が
上
ぼ
ろ
所
の
需
要
に
射
し
滑
和
す
べ
か
ら
ざ
ろ
物
財
に
聞
す

ろ
こ
ε
並
に
小

な
る
土
地
が
異
常
に
高
く
挑

民
ろ
」
こ
ミ
な
學
ぐ
る
に
至
て
に

、
前
者
に
凡
べ
て

の
土
地
に
共
通
の
こ
ミ
で
あ
ろ
か
ら
し
て
、
課
税
上
不
問
に
附
し
て
可
で
あ
り

・
後
者
に
其

謝

が

一
般
砒
會
が
見
て
以
て
然
か
あ

る
べ
し
達
す

ろ
以
上
に
、
課
税
上
之
な
標
準
ξ
し
て
も
不
當
で
に
な

い
。

(註
二
〇
)

ホ
ッ
〃
に
曰
く
、
實
際

の
沓
年

の
純
収
益
な
知
ら
う
ξ
す
れ
ば
、
徴
牧
が
骨
折
多
く

、
多
費
多
時
間
奄
要
し
、
私
縄
潴
に
人
な
る
侵
入

こ
な
り
、
租
税
官
顯
ε
租
税
義
務
者
こ
の
間

に
多
く

の
筆
海
生
す

る
こ
ピ
、
な
り
、
.且
つ
多
く

の
場
合
、
土
地
為
課
税

て
る
の
で
な
く
し
て
、
所

謝

有

者

の
巧

み
な

る
こ

ミ
及
僥

倖

々

税
す

ろ

こ
ミ

㌧
な

ろ
ε
。

ラ

ラ

ニ
決
定
方
法
の
實
例
l

A
就
中
、
近
蜜
吸
盆
制
を
探

る
は
英
国
で
あ
る
が
、
此
英
国
の
地
方
税
は
年

々
土
地
其

(

(

論

説

地
方
税

遣
し

て
の
地
租

の
課
税
標
準

第
+

一
巻

(第

五
號

二
九
)

六
〇
三

22)Rau,a.a.Q,S.So一 再.Ro5cher,a,a,0,1.S,456-7,

3.Heckel,a.a.Q.S.261-262.

23)Hock.a.a.0.S.ISO.
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.

O

論

説

地
方
税
ξ
し
て
の
地
租
の
課
税
標
準

第
十
一
巻

(第
五
號

三
Q
)

六
〇
四

他

の
課

税
物
件

の
純

年
便
便
叉

は
牧
盆

債
値
を

評
定

し
て

之
に
課

枕
す

る
の
で
あ

惹
。
其

方
法
は
各
行

歌
匠

に
評

滅

定
鐘

人
が
・
・
て
・
恭

茎

・
立
・
所
・
薩

・
聯
倉

存
す
・
聯
姦

謀
奮

・
監
督
・
下
・
・
語
聾

隙

を
作
る
こ
ε
に
な
る
。
併
し
此
許
個
は
年
々
全
鵬
を
繰
返
す
こ
ε
を
避
け
、
修
正
は
蓮
例
、
追
加
表
を
以
て
行
ふ

・m

・
要
・
る
場
隻

・
響

委
暴

の
摺
芒

た
鼻

合
し
之
蛋

の
が
・
各
旺
暮

理
人
・
霧

・
あ
-
・

幽

幽

.

㎞

町

聯
合
委
員
會
が
適
當
ざ
認
む
る
ご
き
ば
新
語
贋
を
命
ず
る
こ
ご
を
得
る
。
各
医
公
評
憤
表
の
全
修
正
の
行
は
る
ぺ

翻

.

㎜

.

⑳

一

1・

.

き
期

間

は
別

に
定
め
な

い
が
、
特

に

ロ
ソ
ド

ソ
だ
け
は
五
年
毎

に
新

語
贋
表
が
出
來

る
こ
`

に
な

っ
て
居

る
。
偉

面

66

其
れ
か
・
近
箒

籍

で
叢

近
・
普
通
盤

・
求
・
て
之
・
軽

・
…

巨

　

が
、
普

段
ξ

雛

・

慧

翻
難

轟

解
離
羅
膳棚㏄翫
難

湘議
馨
鱒
嘱欝
雅
胆怨
.
脚
詣

・

副

。
藩

に
懸
じ
藍

讐

廃
の
響

を
輕
て
特
別
の
課
穰

準
ε
し
て
並、通
綴

に
依
る
.、
。
を
認
め
た
.謹
呈

)

鎧

隔

.響

駄

否

な
む

し
ろ
此
特

別
標
準
を
探

る
こ
ご
を
勤

め
た
〔註
二
三
)
に
因

っ
て
、
其
大
都

市
が
相
傘

み
て
之
を
行

ふ
こ

ε

、

耽
I
a
k
P

な
り

、
其
他

の
凋
逸

に
て
も
段

々
之
を
行

ふ
も

の
が

増

し
て
來

た
。
固

よ
り
此
普
通
便
値

制
が

一
.般

に
行

は
る
ご

o

P

.
n

.

　

　

じ

ロ

コ

　

漿

だ
・
へ
　

・
せ
・
・註
・
四
・、
肇

・
用
　

・
・
の
ぞ

　

傾
・
警

・
・
.
そ
し
正

が
決
定

欝

蹴

瑠
㎞蹴

は
結
局
地

方
賦
課

委
員

に
て
行

は

る
、
こ
ε
に
な

る
、
其

れ
か
ら
此

を
年

々
行

ふ
て
も
良

い
の
で

は
あ

る
が
、

リ

ユ
ベ
.ツ
ク
の
例
に
依
る
ε
、
五
年
毎

に
義
務
者
の
申
告

圏
帰
塁
帳
官
靡

の
意
見
`
に
基

い
て
官
臨
が
之
を
決
定
す

鋤

墾



ρ

る
α
輓
近
三
年
丙

に
土
地
聾
買
が
み
っ
た
場
合
に
は
ヤ
義
務
者

の
属
雌
に
よ
り
、
挑
は
れ
た
る
費
買
債
が
、
普
通

僧
値
ご
見
ら
れ
得

る
。
本
質
的
愛
更

(新
工
事
、
振
張
、
改
頁
誓
)
が
土
地
償
値

に
影
響
す

る
ε
き
に
は
、
五
年

の
評
定
期
内
ざ
雌
も
、
饗
更
の
生
じ
て
よ
り
四
週
欄
内
に
義
務
者
よ
り
爲
さ
る
ぺ
ぎ
届
出
に
基

き
て
新
賦
課
が
行

別

は

る

凶

。
.此

等

は

適

當

な

る

決

定

方

法

の

や

う

に

思

は

る

＼
。

(註
炉
=

)

再
魯
酉
の
客
来
の
国
税
た
る
地
租
り
課
税
標
準
ば

一
入
六

㎜
年
法

に
依
る
も
の
で
、
各
地
片

の
純
「牧
釜

が
標
準
ミ
な
り
、
此
が
各
片

に

書

喬

的
無

智

ら
れ
乞

て
、
謂

姦

F
一

八
轡

分
っ
て
其
々
に
て
定
め
ら
れ
た
あ

で
あ
魎

(謎
二
二
∀

韓
国

の

】
入
九
三
年
の
租
税
改
革

の
理
由
書
中
に
11

「
市
町
村
11
牧
鋸
挽

の
画
家
形
式
な
必
要
及
地
方
的
事
情
に
從

ひ

】
層
良
く
適
當

鋤

へ

し
た

る
.形
式

に
よ
り
代
ら
し
む

ろ
こ
ご
＼
す
べ
し
」

ε
あ

ろ
。
.

(註
=
嵩
じ

善
國
の
改
税
理
山川
書
ば
現
在
の
国

家
的
敢
爺
税
の
形
式
存
以
て
地
方
課
税

の
爲
め
に
勧
む
べ
か
ら

ざ
み
も
の
ζ
宣
言
し
て
居

る
。
即
ち

訓

・
市
町
村
に
第

「
に
特
段
な
ろ
地
租

の
採
用
が
許
さ
れ

、
第
二

F
初
め
て
憫
察
的
に
賦
課
さ
れ
た

る
租
税

の
附
加
税
が
指
定
ゼ
ら
ろ
㌧
。

(註
二
四
)

蜀
誕
各
邦
の
市
町
村
め
地
租
制
度
は
凡
そ
左
の
七
種
に
分

つ
こ
ピ
が
出
來

る
。

ラー
原

則

ぞ
」
し

て

(
例

外

あ

り

)
全

く

晶凪
同
通

樹
間
伸
岨
の

み

に

依

ろ

ε

汁り

る
3
D
の
・
、
一

(

ツ

セ

ン

、

バ

ー

ゲ

ン

、

Ψ

ユ

ベ

ツ

〃

、

プ

レ

ー

マ
τ

八
百

フ

エ

く

う
　

げ

毘

ン
、

(伍

し

(
ツ

セ
.ン
、

バ
ー

ゲ

ン
共

に
森
林

に

攻
谷

側
値

に
依

ろ
)

ラ2
特
段
な
ろ
雌
β通
例
値
税
な
勧
む

う
も
、
此
が
市
町
村
に
て
選
ま
れ
ざ
乙
だ
げ
で
に
、
国
家
的
聚

藁
帳

に
依
ろ
べ
し

ε
す
る
も
の
、
1

善
趣

く

り33

田
一
、
.
プ

ラ

ウ

ン

シ

ユ

ワ

イ

ヒ
0
愉

ラ3
市

町
村
に
於
て
自
主

的
に
、
國
家
牧
齪
藁
帳

に
侠

る
か
濁
上
領
値
に
依
る
か
存
決
し
両
者
並

び
行
ば

ろ
」
も
の
、
ー

ザ
ク
セ

ン

(但
し
右
二

(

}

堺

、
、
】
餐

塁

。
利
用
催

小
変

に
賃
穰

轟

藤

ろ
、
、ピ
奪

得
)
.

鋤

4
土
地
似
値
税
が

一
萬
以
上
の
人
口
か
有
す
乃
市
町
村

に
の
み
許
さ
れ
、
其
外
は
国

家
の
牧
爺
藁
帳

に
依

る
ξ
す

る
も

の
ー

ア

ン
ハ
ル
ト
。

X5
画
家
の
攻
審
裏
張
に
侠

み
な
原
則
疋
で
ゐ
毛
、
市

町
村
條
例
に
凱
り
假
値
税
の
採
用
な
許
マ
も
の
ー
ー

ナ
ル
デ
ン
プ
ル
グ
.
(但
し
国
税
附
加
税

(

齢

脱

地
方
税
と
し

て
の
地
租
の
課
税
標
準

.

第
+

一
巻
.
(
第
五
號

三

「
)

六

〇
玉

!
Bi1'nbaum,a,a.0,S,381-2..,
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、

1

論

説

地
方
碗

ζ
し
て
の
地
租

の
課
稔
標
準

`

第
十

「
笹

(
第
五
撹

三
二
)

六
〇
六

ε
異

る
も
の
ε
し
て
に
・
右
の
普
通
慣
値
の
外
、

一
翼
に
数
年
の
利
用
債
値
、
小
作
又
に
賃
貸
偵
値
、
及
上
記
各
標
準

の
結
合
の
間
の
選
揮
心
許

紛

.

」

す
)

の
市
町
村

に
監
督
官
題

の
認
可
心
経
て
如
何
な
ろ
方
法
に
て
課
醸
す
ろ
こ
ピ
な
も
許
す
も
、
實
際
に
醤
時

の
画
家
め
収
益
墓
帳

に
の
み
依
る
し
の

く

ア

ー

ザ

〃

セ

ン
ゴ
ー

タ

(尤

も

ゴ
!

タ
市

ご

ワ
ル

歩
一

ス

ハ
ウ
ゼ

ン
市

ご
の

二
布

ば
善
通

便

値

に
依

左
)
、
リ

ツ

ペ
・3

わ

市

町
村

が

画
家

的
攻

寄

文
は
収

益

能
力

に
よ

る
慣

値
毫

帳

F
拘

束

さ

ゐ

、
も

の
ー

シ
ア
ウ

ン
プ

ル

ヒ
リ

ツ

ペ
、

ロ
イ

ス

エ
ル
テ

レ
リ

ニ
渇
i

くエ
ル
ザ

ス
ロ
ー

ト

リ

ン
ゲ

ン
(允

も
周

に
不
利

用

地

に
封
ず

る
特

段

な

ろ
土
地

偵
旗

穐

が
許

さ
ゐ
)
、
ザ

ク
セ

ン

コ
プ

ル

ビ
、

y

ユ
リ
ル

ツ
ア

ル

グ

ノ

ン
ダ
ー

ス

ハ
ウ

ゼ

ン
、

ロ
イ

ス

ユ
ン
グ

レ
リ

ニ
エ
ー

、

バ
イ

エ
ル

ン
、

ウ

ユ
ル
テ

ン

ベ
ル

ビ

(尤

も
建

築

豫
定

地

障
封

ず

る
贋

直
税

が
別

に
行

鋤

に
れ

得
)

シ
ユ
ヲ

ル
ソ

プ
ル

ぴ

ル
ー

ド

ル

ス
タ

ッ
ト

、

フ
ル

ア
ソ

グ
、
ザ

〃
セ

ン

マ
イ

ニ

y
ゲ

ン
、
ザ

ク
セ

ン
ア

ル
テ

ソ
プ

ル
グ
。

第

二
段

地
方
地

租
課
税
標
準

の
比

較

其

一

牧
獄
制
鍬
償
格
制

ラ

ヒ

一
収
益
制
の
長
所
一文
は
債
格
制
の
短
所
1
.
.

(凡
そ
何
れ
の
課
税
標
準
に
も
長
所
も
あ
れ
ば
短
所
も
あ
る
。
絶
勤
に
何
れ
を
更
し
ご
は
い

へ
な

い
。
吾
人
が
其
何

れ
を
探
ら
ん
か
を
定
め
ん
ε
す

る
の
に
は
、
先
づ
其
を
捕
え
來

っ
て
有
ら
ゆ
る
長
短
を
吟
味
し
、
長
所

の
短
所
よ

り
も
多
く
且

つ
重
き
を
選
む
こ
ε
、
な
る
の
外
な

い
。
而

し
て
共
に
っ
き
研
究
す
添

の
に
は
、
牧
盆
ご
慣
格
ε
の

何
れ
を
選
む
か
、
毫
帳
制
ε
近
實
制
ε
の
孰
れ
を
探

る
か
の
二
大
問
題
を
決
す
れ
ば
、
大
膿
の
見
當
が
附
く
。
で

今
私
は
之
を
試
み
や
う
ε
思
ふ
。
先
づ
牧
盆
制

の
長
に
し
て
偵
格
制
の
短
ε
い
ふ
ぺ
.き
は
、

q

」36)

・37)

.2s)
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門

ラA
公
卒
課
税
上

(
一い
牧
盗
視
覚
る
の
性
質
上
、
一

地
租
は
元
來
牧
盗
視
こ
し
て
設
け
ら
れ
た
る
も

の
で
あ
り
、
其
牧
盆

の
大

(

小
.
に
.依

る
所

の
地

租

は

此

枇

の

趣

旨

に

最

良

く

適

ひ

、

給

付

能

力

に

通

患

し

た

る

挽

こ

も

な

与

得

る

が

〔註
二
五
)
、

他

方

、

儂

格

に

依

る

こ

ε

＼
な

る

ε

、

償

格

は

大

磯

は

牧

盆

に

並

行

(註

二
六
)
す

る

け

れ

こ

も

、

牧

釜

に

關

係

な

き

事

由

の

駕

め

に

も

甘
回
低

を

生

じ

、

薦

め

に

不

公

雫

な

る

結

果

に
陥

る

こ

ざ

も

あ

る

(註
二
七
)
。

尤

も

僧

格

ご

い

ふ

て

も

箇

人

的

具

鵜

的

の

で

な

風

で

、

む

し

ろ

客

観

的

二

般

的

の

に
依

れ

ば

或

度

ま

で
.は

此

非

難

を

売

る

、

を

得

る

。

(註

二
五
)

シ
ェ
フ
レ
ー
に
不
動
産
税

に
±
地
の
牧
釜
及
利
用
々
課

税
す
う
も
の
で
あ

る
こ
い
ひ
、
ボ
ル
グ
ト
も
地
租
に
其
根
本
親
か
ら

い

(
ぱ
土

.

地
利

用
の
純
攻
釜

の

】
部

な
公
共
目
的
の
薦
め
に
要
求

に
類
う
も

の
こ

い
ひ
、
.エ
ー

ベ
ル
ヒ
も
固
有
の
地
租

の
経
済
上
の
源
ぱ
箪
に
土
地

の
攻
盆

な

る
べ
し

ξ
い
ひ
・

ヘ
ツ
ク
ル
』
地
租
は
土
地
が
供
し
叉
は
供
し
得

る
純
牧
盆
に
租
税
存
課
ぜ
ん

ざ
す
る
も
の
ご
い
ひ
、
リ
ル
カ
ー
は
慣
値
璽
帳

に
て
其
が
間
接

に
賞
買
及
賃
貸
償
格

に
基
く
こ
も
・
純
攻
益
た
確
知
ぜ
ん
ε
す
る
も

の
重

い
ひ
、
7
ダ

ハ
ス
は
土
地

の
便
値
に
地
代
の
還
元
れ
る

だ
け
で
等
質
的
元
素
で
あ
ろ
Q
随
て
公
準
な
る
賦
課

の
基
礎

己
し
て
承
認
ぜ
ら
ろ
㌦
な
得
る
ご
駕
し
、
永
ツ
〃
は
牧
釜
の
代
り

・ト
償
値
准
確
卸
す

る
の
は
明
か
に
迂
路
で
あ
る
。
何
ご
な
れ
ば
此
が
租
税
理
論

に
よ
れ
ば
慣
値
に
於
て
、純
収
益
の
計
算

よ
り
に
外
の
目
的
な
有

島
均
か
ら
ご
い
ひ
、

鋤

プ
ア
イ
フ
ァ
ー
ば
交
通
側
値
ε
純
牧
益

こ
の
二
の
申
で
に
、
後
者

が

[
届
精

密
ミ
し
て
選
む
べ
し
ざ
爲
す
。

(註
=
六
)

ラ

ワ
は
土
地

の
費
賀
便
は
全
盤
上
、
其
純
牧
釜
ご
殆
ご
同
關
係

に
立

つ
ぐ」
い
ひ
、
プ
ァ
イ
フ
ア
ー
は

一
般

・ト
に
土
地
費
買
償
が
茸
ハ攻
釜

ε

一
定
關
係

に
立

つ
こ
3
丞

假
寇
す

ろ
な
得

`
駕
し
、
バ
ス
テ
ー
ブ
ル
も
土
地
の
壷
買
償
ば
明

に
元
本
の
利
子
に
封
ず
う
が
如
く
に
地
代

ご
關
係

が
あ
り
、
且

つ
短
.き
期
間

に
て
は
其
割
合
不
動
で
あ
る
ε
い
ひ
、

ペ
ツ
ケ
ル
も
慣
値
毫
帳
で
ば

、
人
ば
土
地

の
債
値
叉
は
慣
格

が
還

元
し
た
ろ
牧

鋤

盆
で

あ
ρ
て
-
此

二
の
し
の

、
間
に
測
定
す
。へ
春
關
係
め
吸
オ
の
考
か
ら
之
々
採
用
す
ろ
の
で
あ
ろ
ε
い
ふ
。

〔註
二
七
)

ポ
ソ
〃
は
償
値
制
に
依
る
こ
、
小
な
ろ
十
「地

ほ
大
な
ろ
+
「地
よ
回り
も

一
局
大
な
る
需
要

の
爲
め

ド

】
履
高
き
傾
値
を
有
ち
、
他

の
土
地

論

説

地
方
税
ざ
し
て
の
地
租
の
課
税
標
準

第

十

一
甥

(第
五
號

三
三
)

六

〇
七
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・

論

説

地
方
税
注
し
て
の
地
租
の
課
租
標
準
.

.

第

十

「
巻

〔第
五
號

三
四
)

六
〇
人

為
纏

め
る
爲
め
に
利
用
し
得

る
土
地
は
此
目
的
に
使
用
さ
れ
ざ
ろ
他
の
も
の
よ
り
し

一
層
高
善
値
々
有

つ
ξ
い
ひ
、
.ハ
リ

ユ
ー
匡
時
間
的
及
場
所

的
な
る
　蓼

の
事
情
が
不
動
産

の
膏
買
慣

な
牧
釜
の
何
等
の
横
張
な
し
F
高
む
ろ
㌍
得

ろ
.。
然
る
に
収
益
ば
税
源
及
公
共
盟
用
が
充
て
ら

る
」
所

蜘

ダ

以

の

一
般
利
益

ド
於
け
る
義
務
者

の
分
櫓
…
の
評
定
の
薦
め
に
最
良
き
基
礎

九
る
も
の
で
あ

ろ
こ
い
ふ
。

うろ
他

の
牧
金
椀
ご
の
關
係
上
「

牧
盆
制
を
探
れ
ば
、
～他
の
牧
盆
視
た
る
家
屋
樵
、
脈営
業
視
が
収
益
制
を
探

(

る
ε
し
て
此

ε
釣
合
を
得

、
公
李

ご
な
b

得
る
が
、
償
格

制

ざ
な

れ
ば
之

を
破

る
こ
ε

、
な

る
恐

が
あ

る
(註
二
八
)
。

尤
も

此
は
家
屋
税
警

業
税
の
方

に
も
資
本
償
格
制

を
探

れ
ば
避
く

る
を
得

る
か
ら

、
さ
う
強

い
非

難

で
は
な

い
。

(監

=
八
)

ノ
イ

マ
y
に
曰
く
、
他
の
牧
益
税
の
護

が
恰
か
ー
-通
例
攻
爺
垂
帳
で
あ

る
か
ら
、
此

に
射

し
て
賦
課
の
調
和
な
保

つ
爲
め
に
、
建
物

の
償
値
が
適
當
な
る
高

さ
に
て
牧
益

に
換
算
さ
れ

な
げ
れ
ば
な
ら
掩
。
而
か
も
此
が
縄
瞼
に
よ
れ
ば
大

に
困
難

な
見
ろ
か
ら
、
攻
釜
な
牧
釜

ピ
し

蝸

て
直
接
に
課
税
す
る
の
が
最
多
く
選
圭
ろ
べ
し
ε
。

珊
放
入
政
策
上
1

に
は
肢
盆

(箇

々
的
の
で
な
く
て
卒
均
的

の
)
に
依
る
方
が
、
債
値
に
依
る
よ
b
も

一
層

(
各
箇

の
又

は
時

々
の
事
情

に
.よ
る
牧

人
の
動
揺

の
少
き

を
得

る
ε

い
ふ
こ
`
が
あ

る
(註
二
九
)。
尤

も
償
値

の
可
動

な

る
慮

に
、
領
格

制

の
吸
入
上
有
利

な
黙
も
あ
り

、
其

の
み
な
ら
す

牧
盆
制

ε
錐

も
牧
盆
を
金
銭

に
見
積

る
こ
ε

ε
な

れ
ば
可

な
b
可
動

ご
な

る

ざ
い
ふ
こ
宅

も
あ

る
。

(註
二
九
)

ホ
ソ
ク
ば
曰
く
・
慣
値
壁
帳
の
一缺
陥
こ
し
て
は
其
基
礎
の
動
梅
ご
"い
ふ
こ
と
が
あ
ろ
。
弔
均
的
純
牧
釜
に
土
地
の
利
用
方
法
叉
ば
交

「

涌
事
情
が
根
本
的

に
麩
化
し
な

い
以
上
ば
永
世
時

の
間
同

「
あ
で

る
。
然

る
に
此
純
収
益

に
相
嘗
な

る
債
値
は
非
常

に
愛
化
す
る
所
の
大
さ
で
め

る
。
忙

{
な
れ
ば
此
が
其
國

の
利
子
歩
合

、
及
農
業
放
下
資
本
の
利
子
歩
合
ご
他
螢
利
分
科
使
用
資
本

の
其

建
の
關
係
、
即
ち
非
常

に
璽
動

す
ろ

娼

前
提

に
か

㌔

う
か

ら

ε
。

.

ρ

置

41)

生2)

43)

Hock,a.a.0.S」84,Parieu,】.c.p.258.
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鴨

c
経
済
土
i

牧
盆
制
な
れ
ば
敢
然
な
き
庭

に
課
税
せ
戯
か
ら
良

い
が
、
慣
格
制

ε
な
る
ご
牧
盆
な
き
庭
に
も

(
課
税
す

る

こ
ε
≦
な

h
'、
資
本

課
税
こ
な

る

ご
い
ふ

こ
ε

が
あ
る
(註
三
。
)。
尤
も
牧
盆
制

の
下

に
て
も

牧
盆

能
力

に
依

る
ε
す

れ
ば
,
實

際

に
は
無
敗
盆

の
威

に
課
す

る
こ
ご
も

あ
b
得

る
し

、
儂
幣

制

の
下

に
無
牧
盆

の
塵

に
課

せ
ら

る

＼
ご

い
ふ
て
も

、
斯
か
る
無
敗
釜

の
土
地

を

有

っ
入
は
恐

ら
く
は
他

の
方
面

の
肢
註
文

曝
所
得

に
て
納
税

,

し
得

る

こ
ε
で
あ
ら

う

か
ら
、
大

し
て
、恥
配
す

る
程

の
こ
ε
で
は
な

い
。

O

〔註
三
9

ベ
ッ
カ
ー
は
曰
く
、
人
ば
往

聖
ト
し
て
其
復
位

に
於

て
既

に
其
未
来
の
建
築
用
地
`
し
て
扮
佐

賀
な
表
ぼ
し
、
併
し
親
在
荷
農
業
的
園

藝
的
各

薇

の
方
待

て
利
用
す
ろ
土
地
熱

り
量

鹸

磐

ろ
ー

ミ
差

・
鼻

難
{

鵯
而
・
芝

露

・
て
叢

釜
・
土
地
・
於

け

ろ
所
有
者
の
困
難
な
考
ふ
ろ
心
得

ゐ
。
(將
來

の
建
築
用
地

ド
し
て
現
在
の
農
業
地

の
如
き
に
都
市
計
書
役
、
所
有
主
祉
箆

へ
噸
い
以
上
に
特
段

な
る
宥
恕
嬉
認
む
る
も

[
案
で
あ

る
)

助
衛
生
及
美
観
上
一

枚
盆
粗
な
れ
ば
良
い
.が
、
傾
格
制
ε
な
る
ε
、
庭
園
の
如
き
牧
釜
を
生
せ
ざ
る
も
の
は

ぐ

の

自

ら
之
を
萱
却
す

る

こ
ご

、
な

っ
て
、
爾

め
に
衛

生

及
実

親
を
害
す

る

ご

い
ふ

こ
ご
が
あ

る
4
尤

も
此
黙

は
ド

ル

絢

ト

ム

ソ

ド

に

於

け

る

債

格

削

十

年

間

の
成

績

に

て

別

に
憂

ふ

る

ー-
旨
足

ら

ざ

る

を

示

し

た

ε

も

い

は

る

、
。

多

分

ひ

.ε

い

こ

ε

で

は

あ

る

ま

い
。

ゼ

ラ二
枚
、盆
制
の
短
.所
天
は
債
格
制
の
長
所
」

(

A

一
般

に

観

て

く

ロ

固
公
李
課
税
上
i

牧
盆
制
で
.は
無
形
牧
盆
を
擧
げ

つ
、
あ
る
も
の
、
投
機
的

に
土
地
を
不
利
用
状
懸
に
.て
・

く

論

説

地
方
聾

し
て
の
地
租

の
課
税
標
準

.

・

第

†

暮

(第
五
號

三
五
)

去

〇
九

生生)

45)

妬)

Becker,a.a.o.s.27.
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♂
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倉

、論

説

地
方
税
こ
し
て
の
地
租
の
課
税
標
準

、

第
+
「巻

(第
五
號

三
六
)

山八
一
〇

所
持

し

つ
、
あ

る
も

の
(註
三
【)
、
時

世

の
攣

蓬
叉

は
地
方
施

設

に
よ
り
土
地

償
幣

の
騰

貴
か
受

け

つ

、
あ

る
も

の

・

〔註
三
二
)等

の
給
付
能

力
を
漏

ら
ず
傾

が
大

い
。
便
幣

制

か
ら

し
て
は
之
を
む
捕
捉

す

る
を
得

る
。

の
で
後
者

の
方

が
比
熱

に
於

て

一
層

公
李

ξ

い
ふ

こ
蓬

に
な

る
。
時

世

の
攣

又

は
地

方
施

設

に
よ
り
土
地

償
格

の
騰
由貝
を
受

け

つ

つ
あ

る
も

の
は
、
禾

だ
牧
盆

が
現
貿

に
増

加
せ
す

ご

も
、
能

く
之
を
腱

題
す

る
な
ら
ば
牧
盆
を
増

加

し
得

る
の
で

あ

っ
て
、
矢
張

り
其
礎

に
給
付
能
力

は
潜
ん
で
居

る
。

又
假
令

有
形
牧
盆

は
な
く

ε
も
無
形
牧

盆

に
て
も
得

て
居

る
以
上
は
之

を
逃
す

べ
き
で
な

く
.
.投

機
的

に
不

利
用
状

態

に
て
.所
持
す

る
も

の
亦
セ
潜

れ

π
る
所
得

を
塞

ぐ

る

も

の
ご
見

る

こ
嘘
が
出
來

、・
何

れ
も

之
等

に
償
格

に
相

當

し
て
課
枕

し
た
爲

め
に
其
資
本

を
取

り
去

る
二
ご

に
は

な
ら
す

、
實

は
唯

其
所
借

叉
は
牧
盆
を
課
す

る
に
止

ま

る
こ
ご
に
な
る
(註
三
三
)・
.之

を
有
形
牧
盆

に
拘
泥

し

て
課

税

し
て
居

っ
て
は
、
有

形
牧
盆

の
大

ざ
に
相

賞
し
て

償
啓

の
大

な
土
地

ご
の
間

に
却

っ
て
不
公
干

物
生
す

る
こ
芒

に
な

る
。

叉
此
等

の
有
形

牧
盆

の
な

き
か
叉

は
少

き
も

の
が
債
格

制

の
偶

め

に
資
本

贋
値

の
低

下
を
受

く

る
こ
ご

ε
は

な
る
に

し
て
も
、
此
等

の
も

の

、
之

に
よ
り

て
若

干

の
不
利
を
受

一
る

の
は
、
他

面

に
於

て
之
を
喰

止

め
な

け
れ
ば

な
ら

澱
程

の
必

要
も
な

い
。

(註
三
じ

ビ
ル
ン
バ
芸

ば
曰
く
、
土
地
慣
値
税
は
租
税
の
一
層
公
準
且
つ
灘
足
な
ろ
分
配
与
齎
ら
す
こ
ご
に
明
で
あ
み
。
蓋
し
此
が
投
機
土
地

及
螢
業
的

に
利

用
さ
れ
た
ろ
土
地
り

一
思
鋭
き
課
税
な
可
能

こ
し
、
之

に
よ
り
て
小
な
る
勢
働
者
住
屋

の
軽
易
貢
櫓
な
齎

ら
す
ご
ξ

＼
な
る
か
ら

ピ
o

(垂

三

「)

ベ
ッ
カ
ー
に
既
に
建
築
用
地

ご
な
り
叉
ー-
豫
見
ゼ
ら

る
べ
昔
時
に
於
て
建
築
用
地
ミ
な
ろ
べ
含
土
地
の
課
税
か
其
攻
盆
に
依
ら
↑
し
て

47)Birnbユu叫a,a.0.S.2.
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`旧

遊
・擾

僖

依
る
　へ
き

き

、
琴

日
殆
ん
ざ
眞
面
目
暴

は
れ
な

ぜ

い
ひ
、
ビ
ル
・
バ
・
直

非
建
築
地

に
於

て
潜
在
的
建
棄
地
債
値
が
生

じ

武
。
此
は
攻
釜
に
現
11
れ
な

い
で
唯
だ
普

遍
偵
値
に
の
み
現
に
れ
得

ろ
も
の
で
あ

ろ
ε
い
ふ
%

(註
=
=
昌
)

瀞
ー
リ

ユ
ー
も
曰
く
、
此
揚
A
凡

税
が
資

本
の
上
に
課
ぜ
ら

る
芝
も
・
眞

寛
に
て
に
所
得

の
上
に
課
す

る
に
外
な
ら
な
い
ミ
%

うろ

牧

人

上

に

も

牧

盆

に

拘

ら

す

し

て

儂

格

に

從

ふ

こ

.し

に

な

れ

ば

、

多

く

は

.僧

格

上

進

の

勢

が

収

益

増

加

の

勢

よ

り

は

一
暦

大

で

、

随

っ

て

一
層

牧

人

多

き

こ

蓬

を

得

る
、

尤

も

反

封

の

場

合

も

あ

り

得

る

か

ら

、

必

ず

し

も

此

躁

よ

b

縄

掛

に

償

格

制

を

推

す

ε

い

ふ

こ

ε

は

出

楽

な

い

が

。

うは
肚
會
政
策
上
一

便
格
制
に
よ
り
て
投
機
土
地
や
奢
侈
用
土
地
や
外
界
の
力
に
よ
り
て
償
値

の
増
加
を
受

く

る
も

の
や

を
税

す

る
こ
ご
は
、
太

だ
希
望

す

べ
き

こ
ご
で
も

あ
る
。

ラ

リ

に
経
済

上
-

牧
盆
制
な
れ
ば
、
所
有
者
の
努
力
の
結
果
を
も
課
税
し
て
経
済

の
獲
達
を
抑
制
す

る
傾
が
大

(

い

(註
三
四
〕
が

、

償

幣

制

の

場

合

に

は

比

較

的

其

が

小

い

、

〔註
三
四
〉

ホ
ソ
〃
11
注
意
し
て
曰
く
、
實
際
の
純
攻
盆
な
課
す
ろ
こ
ぐこ

な
れ
ば
、
土
地

を
課
税
す

る
の
で
な
く
て
、
所
有
者
の
巧
心
課
ず
る
こ

う

.

ご

㌧
な

ろ

。

ラ

ほ
課
税

技
術

上

-

債
幣

制

の
方

が
牧
盆
制

よ

b
も

一
層
.捕
捉

し
易

し
ご

い
ふ

こ
ε
が

あ
る
。

(註
三
五
)。
r牧

盆

で
あ

る
ご
農
業

地

の
如

き
起

て
ば
自
然
纏
濟

な
る

が
爲

め
に
は
計
算

困
難
な

る
の
み
な
ら
す

、
簿

記
も
備

は
ら

す

(註
三
さ

、
賃
貸

料

に
依

る
こ
し
て
も

賃
貸

の
多

く

行
ば

れ
ざ

る
地
方

に
は
依

り
難

し
ご

い
ふ
γ壊
し
も
あ

る

〔註
三

七
)。
特

に
叉
収
益

如

何
ご
い
ふ

こ
ご
に
な
胤

ご
各
人

の
経

済

の
内
郭

に
立
入

る
の
恐
も

め

る
(註
三
へ
)。
.然

る
に
償

論

説

地
方
税
こ
し
て
の
地
租
の
課
税
標
準

第
十
一巻

(第
五
號

三
七
)

大
=

48)

49)
50)

Becker,a.a.0.S.27.B正mbau叫a・

Beaulieu,1.c,p・313・

Hock,a、a.0.S.T80.

噛.

a,0.S.32.



.

論

醗

地
方
税
こ
し
て
の
地
秘
の
課
税
標
準

第
+
暮

(第
五
號

三
八
)

六

一
↓
【

格

な
れ
ば
公
然

の
も

の
で
あ

ケ
、
.費
買
登
録

儂
格
等

も
あ
b

(註
三
九
∀。

萱
買
等

の
稀

な
る
庭

に
て
拭
之

の
み
rに
よ

る
能

は
す

し

て
別

に
補
充

を
要
す

る
が
(註
四
〇
)
兎
も
角

此
補
充

な
り
類
推

な
b
を
行
ひ

(註
四
「
)
得

る
し

、
荷

叉
所

有
主

に
申
告

せ
し
む

る
ε
し
て
も

牧
盆
な
れ
ば
少

く

い
ふ
傾
が
あ

る
が

、
債

格
な

れ
ば
自

己
の
信

用
の
基
礎

に
も

な

る
か
ら
大

き
く

い
ふ
ご

い
ふ
、こ
`
も
あ
る
。

で
此
枝

術

の
黙

よ
り
し

て
は
償
格

制
確

に

一
層
更

し
己
明
吉

し
兼

漁
る

こ
ε
も

あ
る
け

れ
ご

も
、
少
く
.ご
も
償
格

の
方

が

↓
暦
公
然

の
も

の
で
あ

る
か
ら

、
牧
盆

の
如
く
面
倒

な

る

吟
味

叉
は
計

算
を
用
、る
す

し
て
確
知

し
得

る

こ
ε
だ
け

は
確

か
で
あ

る
。

.
(註
三
五
)

ポ
ー
リ
ュ
ー
ば
貸
費
償
値
に
依
る
方
法
11
蜜
行
ず
べ
く
最
容
易
で
あ
る
ε
い
ひ
、
ボ
ル
グ
ト
ー1
地
便
の
確
知
が
肢
釜
決
定
よ
り
も

}
恩

簡
輩
に
し
て
少
費
で
あ
る
こ
い
ひ
、
オ
パ
ー
マ
ン
ー1
更
に
進
ん
で
普
通
偵
値
F
依
る
地
租
ド
ー1
技
術
上
町
な
り
錯
雑
し
且
つ
簡
冊早
な
ら
ざ
る
税
ε

　

い
ふ
ご
ピ
ば
あ

ろ
が
、
其
に
此
に
賦
課
官
職
が
慣
れ
て
來
、
且

り
行
政

裁
剣
所
の
判
例
が
出
來
て
来
れ
ば
段

々
ご
消
滅
す
べ
き
も
の
で
あ
る
ε
い

の
ふ
。

(註

=
=
(
)

瀞

ル
グ

ト
は
[円
く

、
出真
際
}に
信

媚
…す

。へ
く

且

つ
時

間
…的
推

帖移
に
從

ふ
牧

盆

の
確

知

は
唯

軽
四豊
肌業
者

の
縄
螢
暖

簿

の
年

々

の
吟

味

に
よ
り

鋤

て
の
か
達
ぜ
ら

る
㌦
々
得
る
。
併
し
斯

か
ろ
簿
記
に
各
農
民
.に
に
前
提
ぜ
ら
れ
な

い
こ
。

(註
ミ
七
)

エ
ー

ベ
ル
ヒ
に
賃
貸
偵
略
の
利
用
に
土
地

の
多
鍛
が
賃
貸
ぜ
ら

ろ
」
庭

に
の
み
多
少
†
分
な
る
結
果
な
生
す

う
な
得
ろ
ミ
い
ひ
、

・
ツ

シ
ァ
ー
11
賃
貸
便
格

に
よ
ろ
こ
ピ
ば
英
国
の
如
く
顧

ろ
多
く
の
土
地
於
賃
貸

ぜ
ら

る
㌧
威

に
て
に
、
純
攻
益
の
眞
の
確
知
に
頗

る
近
く
来

る
所
の

手
綾
ζ
し
て
勧

め
ら

る
こ
い
ひ
、
プ
ア
イ
フ
ア
ー
は
賃
貸
料

に
よ
る
こ
ミ
に
、
諸
多
の
地
方
に
て
ぱ
斯
か
る
賃
貸
の
少
音

ご
ざ
の
峡
鮎
な
も

つ
ε

寫
し
、

バ
ス
テ
ー
ブ
ル
に
實
際
の
地
代

為
確
知
す

ろ
の
困
難
及
、
或
國

に
て
ぱ
所
有
者
"」
占
有
者
ε
の

「
致
す
ろ
こ
ざ
の
多
昔
こ
ピ
が
、
官
的
賦

鋤

諜
に
よ
り
て
地
便
決
定
の
方
法
々
行
に
し
む

ろ
こ
ε
」
な

っ
た
ピ
い
ふ
。
.

,

(註
罠
八
∀

ボ
ツ
ク
ぼ

實
際
の
純
欺
盆
に
依
る
、
、
ご
㌧
な
れ
ば
・
私
縄
濟

に
大

な
る
侵
入

ε
な
り
、
租
税
官
臆

ピ
相
続
義
務
者

ε
の
間

に
多
く
の
争

51)

劉
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為
生
す

る
こ
ε
㌧
な
ろ
ミ
い
ひ
、
シ
エ
フ
レ
ー
に
租
税
技
術
の
凡
べ
て
の
困
難

且
つ
頗
多
費

な
ろ
試
が
、
課
税
標
準

に
つ
き
物
盤
の
公
表
な
嫌

ふ

闘

性
質

怨
信
一マ
・
、
ピ
㌧
な
ろ
ミ

い
ふ
。

(詐
=
禺
九
)

プ
ア
イ

フ
ァ
ー
ー
ラ

ウ
、
ボ
ー

リ
ユ
7
等
ば
登
録
傾
格

の
利
用

さ
ろ
べ
き
こ
こ
な
説
く
。
尤

も
之
が
利
用
の
爲
し
得

う
が
爲
め
に
一i
或

條
件
為
要

す
。
ポ
ー
リ

ユ
ー
は
曰
く
、
此
法
は
特

に
移
韓
税

が
軽
く
、
不
動
産
移
韓
が
頚
繁

で
、
便
絡
の
申
皆

が
眞
賓
な

る
國
に
は
便
宜
で
あ

る

、

葡

芝
レ
』

(註
四
〇
)

ブ
ァ
イ
フ
ア
ー
ば
費
却
が
餓
り

に
距
た
り
た
る
時

に
行
に
投
た
場
合

に
は
、
登
録

債
絡
が
直
ち
に
今
日

の
標
準

ミ
し
て
用
立
ち
能

に
す

、

ピ
い
ひ
、

ボ
ー

ワ
ユ
ー
も
急
激
な

ゐ
攣
化

の
場
合

に
登
録
の
供
す
る
要
件
ば
往

々
に
し
て
陳
腐

芝
な
り
、
人
が
之
な
現
在

に
適
用
せ
ん

ご
す
れ
ば

物

課
階ピ
な
ろ
ξ
い
ふ
。

、

噂

聞

(註

四

一
)

計
i

リ

ユ
ー
に

人
が

永
き
時

以

来
費

71

も

ぜ
す
相

綾

に

よ
71

て
移
輻

も

ぜ

ざ

る
土
地

の
爲

め

に

は
類

推
す

る
心

得

ろ
ε

い
ふ
。

恥
特
に
地
方
税
ε
し
て
一

利
盆
原
則

の
加
味
を
考
慮
す

る
こ
己

、
な
る
ご
、
地
方
施
設
の
利
盆
が
有
形
股
盆

.

(

に

於

て
よ

b

も

償

格

の

方

に

一
層

畏

く

現

は

る

ご

い

ふ

こ

ε

が

あ

り

(
註
四

目

,

随

て

比

熱

よ

り

し

て

も

慣

格

制

を

渤

め

る

こ

ご

、
な

ら

ざ

る

を

得

な

い
。

(註
四
一
じ

瀞
ル
ト
は
曰
く
、
普
通
債
値
に
依
ろ
土
地
課
税
ば
、
給
付
及
反
劉
給
付
原
則
に
基

く
租
税
の
爲

め
に
に
牧
金
程

.占
り
も

一
層
適
當

し
て

居

ろ
。
何
ご
な
れ
ば
土
地
の
収
益
の
上
に
ば
、
善
　通
債
値
及
其
の
地
方
施
設
に

工
り
曳
く

る
上
騰

ミ
同

正
當
な

る
方
法

に
て
ぱ
、
其
土
地
が
地
方

鋤

施
設
及
繁
榮
に
於
て
有
す
る
利
益
な
表
に

さ
な
い
か
ら
ミ
。

其

二
.

毫

帳

制

樹

近

實

制

ラ
一
毫
帳
制
の
長
所
叉
は
近
實
制
の
短
所
i

前
記
に
よ
り
て
償
格
制
ご
牧
盆
制
ξ
で
は
偵
格
制
の
方
が

【
暦
勝
る

(が
如
く

で
め

る
が

、
渚

て
蔓
帳
制
近
實

制

で
は
遊
資
制

を
勤

む

べ
き

こ
ご

、
な

る
。
國
視

こ
し
て
は
む
し
ろ
喜
帳

諦

観

地
方
醗
ミ
し
て
の
地
租
の
課
税
標
準

第
十

一巻

(第
五
號

三
九
)

六
=
二

54

55

56

57
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.

論

説

地
方
税
ミ
し
て
の
地
租
の
課
税
標
準

第
十
一巻

(第
五
號

四
〇
)
.
六

一
四

制
を
勤
む

る
ε
し
て
も
、
地

方
税
こ

し
て
は
近
實
制

の

利
益

の
人
な

る
を
認

め
し
む

る
。

先
づ
蔓
帳

制
の
展
、
近
.

寳

制

の
短

を
學
ぐ

る
ε
、

、

A
公
雫
課
税
上
i

近
實
制
ε
な
る
結
果
は
、
地
方
當
局
者
が
黛
振
的
叉
は
情
實
的
關
係
か
ら
不
公
季
な
月
評

(

償

を

駕

す

こ

ご

の

危

険

が

大

に

あ

る

(註
四
三
)
。

尤

も

亟

帳

制

に

て

も

同

危

険

が

全

く

な

い

で

は

な

い

が

。
.

(
註
四
一閏一)

ビ
ル
ン
バ
ウ
ム
は
曰
く
・
市
町
村
に
租
税
自
治
た
與
ふ
ろ
ド
就
看
て
ば
、
第

一
に
短
音
期
間

に
於
て
挺
縛
す

る
市
町
村
官
願
ーエ
、
餐
簡

約
の
租
税
賦
課
こ
い
ふ
如
き
微
妙
な

る
事
件
に
於
て
公
平
な

る
態
度
な
失
に
し

め
ざ
る
薦

め
に
必
要
な
る
知
者
不
動

の
標
準
荏
育
た
な
い
や
う
で
.

あ
み
。
瓦
ら

に
相
擁
的
自
治
に
工
り
て
市

町
村
役
所
に
よ
ろ

=
力
的
利
益
政
策

が
招
か
る
㌧
こ
ピ
及
び
帝
国
並

に
国
家
に
て
既
に
大

に
堵
如
し
た

る
政
蕪

の
弊
害
が
市
町
村
に
持
込
ま

る
」
こ
ミ
が

心
配
ぜ
ら

る
」
ミ
。

B

租

税

負

推

上

い
物
上
負
.捲
一

ε
い
ふ
黙
よ
り
見

て
毫
帳
制
な
れ
ば
其
攣
更
修
正
の
行
は
る
、
こ
ご
が
自
ら
難
く
、
随
て

負

捨
が
自
ら
固
着
す
る
こ
ε

・
な
ウ
、
地
租
が
物
上
負
撚
ε
な

っ
て
所
有
者

か
ら

し
て
は
負
推
が
樂
に
な
る
傾
の

9

あ
る
の
に
・
誓

制
詫

ば
聾

轟

藁

要

れ
・
入
土
釜

寒

つ
・
負
繕

事

馨

蕊

ふ
・
・
が
あ

隠　

る
。

尤
も
後
者

に
て
は

=
層
公
平
負
憺

の
得
ら

る

、
だ

け

に
て
貝
捲

の
軽

く
な

る
ξ

い
ふ

べ
き
も

の
は
め
る
。

β

⑤

非
藁

的
野

の
纂

一

襲

制
に
依
る
ε
、
其
並・通
盤

・
中
に
塞

N
錐

的
・
・
の
遮

。
す
.

㎞

し
て
事
實
上
其
盤

に
慮
じ
た
・
纂

を
堪
え
難
し
嘉

し
、
事
情
洵
藁

の
毒
な
る
場
合
が
あ
る
(藩

四
)。
此

㎞

黙

か
ら

い

へ
ば
近
實
制

は
毫
帳

制

に
劣

る
。
尤

も
之
が
匡

正
策

は
別

に
あ

る

こ
巴
は
あ

る
。

働



(註
四
四
)

ヘ
ッ
セ
ン
で
に
乱費
鑑
償
値
に
依
ろ
々
原
則
ミ
す
る
一
u例
外
々
認
む

る
。
其
に
此
便
値
が
景
氣
の
愛
暢

ミ
未
来
牧
益

へ
の
見
込
ご
に
か
＼
.

り
併
乍
ら
之

に
よ
"
て
考
察

に
取

る
べ
き
義
務
者
の
現
在
の
粗
漉
力
が
ま
だ
高
め
ら
れ
な

い
か
ら

、
牧
蓋
物
艦

の
並
贔
阻
慣
値

の
唯

】
の
考
察
が
不

正
貴

書

出
・
魎

㎎

うに
牧
人
上
⊥

覆

制
に
は
牧
人
の
確
某

動
ご
い
ふ
長
が
あ
う
、
近
貿
制
に
は
之
を
幡

が
其
代
り
牧
人

縄

可
動

に
し
て
益

々
増

加
す

る
ざ

い

ふ
こ
ε
は
あ

る
。
而

じ

て
牧
人

の
確
實

不
動

の
反
面

に
、
財
政

を

し
て
節
約

を

、

旨
書

し
め
る
利
も
あ
る
が
・
其
は
近
代
の
財
政
で
は
却

っ
て
留

で
困
ま
狂

い
ふ
ぎ

が

雇

強
意

曹

繭㎜

れ

る

。

跳

Φ
脛
滑
止
司
法
上
-

壷
帳
横
笛
が
定
ま
る
葺

儂
慮
が
財
政
關
係
以
外
に
於
て
、
経
済
上
司
法
キ

撫

庭
を

冊

與

へ
を

い
ふ
利
が
め
・
(註
窒

。
此
の
如
き
利
金
は
近
姦

格
制
・
て
或
馨

が
奮

り
て
も
償
警

鬮
引
る

眺

だ
け
で
は
同
様
に
得

b
る
、
ξ

い
ひ
得
る
が
、
土
地
穰

・
嘉

に
關
す
る
・
・
で
は
近
實
穰

制
に
て
は
辟

細

ら

れ
な

い
。

跡
晩
鼠
捕

(註
四
五
)

ニ
ツ
テ
ー1
藁
帳
ば
拒
む
べ
か
ら
ざ
ろ
経
済
上
及
司
法
上
の
利
心
育
つ
ミ
C
ひ
、

シ
エ
フ

レ
ー
に
誕

附
に
於

て
最
多
聲
な
る
事
業
ば
圭

冠還

地
の
實
測
で
拗

る
が
、
此
ぱ
課
税
以
外

の
重
要
を
存
ず
ぐ、
い
ひ
、
甘

ー
ル
ザ
ソ
グ
∫
墓
帳
制
定

に
"
大
費
用
を
要
す
う
が

、
其

一
大
部
ぱ
峯

に
課

税
目
的
の
爲
め
の
み
球
ら
で
、
地
主
の
経
済
及
其
他
の
利
益
上
大
な

る
偵
値

め
ゐ
事
業
で
あ
み
か
ら

-
多
く

の
國
で
は
測
定
費
用

の

一
部

な
地
主

a

P

毒

　

二
幅

難
　
　

ロ

ラ

バ

　ホ

侭
課
税
技
術
上
-

毫
帳
制
な
れ
ば

一
た
び
壼
帳
制
定
の
襲
用
を
か
一
る
以
⊥
は
.
其
後

の
徴
牧
は
非
常
に
簡

.
跡
M

軍

`
な
b
、
義

務
者
「の
経
贋

の
内
部

に
立
入
る

こ
ε
も

な
く
て
済
む
が

、
近
實

制

ご
な
れ
ば
、
年
々
叉

は
屡

々
賦

㊤

D

6

ρ0

論

説

地
方
税
ε
し
て
の
地
租

の
課
税
標
準

第
†

一
巻

(第
五
號

四

こ

六

一
五

ゲ

,



9

論

説

地
方
税
ε
し
て
の
地
租
の
課
税
標
準

第
十
】
巻

(第
五
號

四
二
)

六
=
ハ

課

の
勢
費

を
か

け
、
而
も
不
断
苦
情
を

生
じ
な
く

て
は

な
ら

隙
。
.

.

.

.

.

二
毫
帳

制

の
短
所

叉
は
近
實
制

の
長
所

(
瑚

一
般
的

に
見

て

い
公
平
課
税
上
一

ω
墓
帳
制
な
れ
ば
皇
帳
制
定
に
長
年
月
を
要
す

る
よ
り
し
て
、
同

一
調
査
期
中
に
て
も

初

め
に
決

定

し
た

る
も

の
ε
最
後

に
決

定
し
た
も

の
こ

の
間

に
不
公
李
を
生

ず

る
恐

が
あ

乃
の

に
(註
四
六
)、
近
實

制
な
れ
ば
此
弊

は
な

い
。
尤
も
墓
帳
制

に
て
も
夫

の
弊

害
は
全
鵬

の
調
査

の
出
来

た
る
後

に
今

一
慮
前

の
分
を
も

見
直

し
を
す

る

こ
`
に
依

っ
て
矯

正
す

る
こ
ε
は
出

來

る
。
ω
庭

で
假

り
に
當
初

に
出

來
彪
墓

帳

は
公
平

で
あ

っ

た
ご
し
て
も
、
其

後

の
事
情

の
推

移

に
よ
b

債
格

が
憂

動

し
來
ヴ

て
皇
帳

が
不
公
李

に
な
b
得

る
(註
四
七
)

故

に

此
塁
帳

は
更

正
を
要
す

る

こ
ε

、
な

る
が

(註
四
八
)
、
然

る
に
此
更
正

に
は
第

一
回

の
制

定
よ
ヶ
は
少
貰

な

る
に
せ

よ
、
術
相
當

に
多
賀

を
要
す

る
こ
ご
で
あ
b
(註
四
九
)、
自
ら
此

更
正

が
後
廻

し
ε
な
り
、
随

て
叉
不
公
孕

ε
な

る
、

特
に
此
更
正

の
兎
角
遷

延

さ
る

・
ε

い
ふ
の

に
は
、

　
旦
蔓

帳
を
探

る
ざ
地
租

が
物
上
負
澹

ご
な

っ
て
之

が
愛
更

の
行

は
れ
悪

く
な

る
こ
ご

＼
、
不
攣

の
地
租

随

っ
て
其

後

の
牧
盆
を
増

加
し
た

る
も

の
を
宥
恕
す

る
こ
ε
が
土
地

改
暑

刺
撃

る
の
に
、
更
正
を
行

へ
ば
此
刺
戟

を
取
安
息

あ
窪

い
ふ
・
く

も
が
あ
る
(蔓

。
)。
ω
更
ら

に
ヌ
幾
年
目
か
に
更
正
さ
れ
た
ご
し
て
も
、
到
底
年
々
之
を
行

ふ
こ
ご
は
出
来
す
、
少
一
も
年
々
攣
化
す

る
事
情

に
慮
じ
て
は
公
平
な
る
課
税
は
曲
乗
漁
ε
い
ふ
こ
ご
＼
な
る
(註
五
ご
』
然
る
に
近
實
制
な
れ
ば
最
近

の
實
情

に
適

劉 騰 黙 黙 軸}1、 誌識1鷹 鷲 、.蟻.お.き.463188・
Parieu,1.c.P・232.Bastable,1・c

64)Birnbaum,a.a.U,S.82-3・

・P・ 430・Niしti,1.c.P・443・



F

暫

励
.

「

鷹
心す

る

こ

ご

、

な

り

得

る

o

(註

四
六
)

諸

多
の

畢
者
此

事

な
説

く
o

例

之

、

ピ
ー

ル
ザ

ッ

ク
、
ラ

ウ

、

ロ

ツ

シ
ァ
ー

、

エ
ー

ペ

ル
ヒ
、

ビ

ル

ン
バ
ウ

ム
、
ホ

ツ
〃
、

パ

リ

ユ
ー

、

購

バ

ス

テ

可

プ

ル
、

ニ
ツ

チ
o

〆

聞

(註

四
七
)

ビ

ル

y
バ
ウ

ム
に

曰

く

、
嘉

帳

の
不
動

に
於

て

-
短

き
時

の
間

の
慣

値

の
推

移

な
十

分

叉
に

全
く
捕

捉

す

ろ

こ

ご
に
出

來

な

い
ご
。

(註

四

八
)

プ

ア
イ

フ
ア
ー
に

壷
帳

に
永

久
的

に
定

め
ら

ろ

、
な
得

沿
。
假

令
盤

り
毎

春
期

間

に
て

茸
な
く

ご

も
、
時

々
改
定

す

る
こ

ご
茄

絶

対

に

必
要

で

め

る
こ

い
ひ
、

ロ
ツ

シ
ァ
ー

に
其

頻
繁

な

る
更

正

な
必
要

ε
爲

し

.

エ
ー

ペ
ル

七
は
時

々
詳

盟

な
更

正
々
要

す

ご
し
、

淑
ー

リ

ユ
ー

に
十

㎝

年
毎

に

一
般

更
正

な
勧

め
て

居

る
。

(註

四
九

)

プ

ァ
イ

フ
ァ
ー
に

此

第

二

の
塁

暖

の
餐

用

に
第

一
の
よ
り

に
小

い
が

、
兎

に
角

街

頭
太

い
ξ

い
ひ

、

エ
ー

ベ
ル

ヒ
、

ポ
ル

グ
ト
は

此
が

風

マ
繰

遅

さ

ろ

、
爲

め

に
ば

盤
り

多
費

困
難

ざ
爲

し
、

八
ツ

ケ
ル
、

ペ
ッ

方
一
は

之
が
病

め
多
聾

心
か

け
た

る
結

果

の
疑

ば
し

春

も

の
な

ろ

、、
ピ

陶

ん

説

き

、

ワ
グ
ナ

ー
、

シ

エ
フ

レ
ー

ぱ
此

が
多
費

困
難

の
爲

め

に
更

正
が
止

め

ら
れ

崇
帳

が

不
動

こ
な

る
傾

あ
み
な
説

く
。

(註

五
〇

)

ロ

ツ

シ
ァ
!

は
人

は
毫
帳

の
更

正

な

、
不
動

の
地

租

が
物

上
貢

櫓

ご
な
り

、
後

二
り
優

承

廻

る
所

有
者

に
て

に
全

く
頁

櫓
旧こ
し

て
感

ぜ

ら
れ

ざ

る

.
、ε

、
な

る
の

こ
、

不
製

の
地

租
即

ち
其

後

の
牧

釜
増

加

海
宥

恕
す

る
こ

ざ
が
改

頁

に
最
良

の
刺

戟

ε
な

る
こ

い
ふ

・量

＼
ニ
リ

反
封

、

謁

す

ミ

財
遇

鋤

(註

五

一
)

註
四
七
参
照

.
尚

ほ
プ
ア
イ
フ
ア
ー
ば
憂
帳
障
て
ば
華

々
の
牧
釜
の
攣
化

を
考
慮

ぜ
ず

ξ
い
ふ
。

うろ
牧
人
上
一

着
い
ふ
如
く
蔓
帳
制
の
下
に
は
其
更
正
難

が
あ
り
、
矯
め
に
牧
入
不
動

こ
な
り
財
政
上
必
要
な

(
る
増

版

が
得
ら

れ

源
(註
五
二
)
の
に
甥
し
、
近
實
制

で
は

然

々
課
準

が
増
加

し
て
収
入

の
増
加
を
期

し
得

る
(註
五
三
)。

尤
も
此

に
於

て
牧

人
の

一
進

一
逞

あ

る
き
ご
は
免

れ
な

い
が
。

(註
五
二
)

リ
グ
ナ
ー
11
攻
益
税
特
に
地
租
に
於
て
財
政
潜
要
ご
絆
ふ
て
牧
入
な
製
化
さ
せ
、
特
に
之
な
増
加
す
ろ
の
不
可
能
セ
説
き
、
エ
ー
ベ
ル
ヒ

論

説

地
方
税
ε
し
て
の
地
租
の
課
醗
標
準

第
†
一
巻

(第
五
號

四
三
V
.
六

}
七

65)

66.)

67)

B「eiffer,a.a.0.S.166.Roscher,a.a、0.r.S.466.Ebeberg,a.a.0.S.213.

Beaulieu,1,c、P.3叫 ・

166-7,Eheberg,a.a.0.S.213.Borghヒ,a.a,0.S.121.Bfeiffer,a,a.0,S.

Heらkel,a,己,O,S,264,Beck。 【.,a.a.0..S,27,Wagner,a.a,0,11.S.728.

a.0.S,174.Sch註田e,a.

Roscher,・a.a,0,1.S.466.6臼)Pfeiffer,a.a.0.S.167.
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9

.

論

説

地
方
税
ご
し
て
の
地
租
の
課
税
徐
準

第

十

一
.巻

(第
五
號

四
四
)
.

六

一
入

ば
牧
益
税

に
共
通
な
ろ
不
動
牲
が
地
租
に
特

に
現
は
れ

、

[
方
謀
帳
の
根
本
的
攣
更
為
行
ふ
ご
、・あ

不
可
能
で
あ

ろ
の
に
・
.他
方
租
税
の
堵
加

す

鋤

ろ
高
さ
に
て
之

に
課
す
る
に
於
て
不
平
等
の
増
加
す
ろ
為
以
て
、
結
局
増
加

ず
る
国
家
需
要

に
慮
す

う
に
足
ら
ざ
る
こ
ミ
、
な

ろ
ピ
e
ふ
。

(註
五
=
じ

ド
ー

ソ
ン
は
曰
く

、
普
通
偵
値
制

々
行

っ
た
後

の
傾
向
11
攻
入
な
坦
加

す
ろ
こ
ξ
㌧
拭
っ
た
。
善
國

の
内
務
大
臣

の
公
示
し
た
所
に
依

る
ご
-
伯
林
及
其
市
外
地

に
て
、
壊
盆
償
値

に
蕊
ろ
賦
繰
に
て

一
片
叉
は
三
片
た
挑

ひ
た
る
も
の
が
勲
貿
債

ト
よ
う
税

F
て
は
六
膀
十
五
志
叉
は

ゆ

十

一
傍

こ
な
り

、
十
五
忘

八
片
の
が
百
三
十
八
礪
ぐ」
な
り

、
九
傍
人
志

が
二
百
十
傍

に
、
十
三
傍

十
八
志
が
五
千
七
百
傍
ぐ」
な

っ
た
ミ
。

ラ

ド

は
課
椀
技
術
上
一

毫
帳
制
で
は
少
一
ε
も
當
初

の
壷
帳
制
定

の
矯
め
に
時
間
ε
勢
費
ご
を
多
く
要
す
る
の
に

(註
五
四
)
、
近

買
制

に
は
其

は
な

い
。、
尤

も
其

年
々
の

語
償

は
若
干
勢

費
を
要
す

る
け
れ
こ
も

、
前
者

に
比
す
れ

ば

い
ふ
に
足
ら
す

、
事
情
通

に
委

か
す

ご
き
は
左
迄
多

費
を

か
く
る

こ
ご
な
く
し
て
公

平
適
切
な

る
賦
課

を
爲

し
褐

る
こ
ご

＼
も
な

る
(註
五
五
)
。
但

し
夫

の
毫

帳

制

の
場

合

の
多
費

に
は
他
方
面

の
効
用

に
よ
り

て
幾

分
恕
す

べ
き
も

の
も
め
b
、
各
国

の
経
験

も
出

來

た
か
ら

し

て
費
用

も

さ
う
大

で
な

く
て
済
む

ε

い
ふ
こ
ε
も

あ
る
(註
五
六

。

コ

〔註

五

四
)

ラ
ウ

、

プ
ァ
イ

フ
ァ
ー

は
之

に
俘

ふ
且

費

な
指

摘

し

、

バ

ス
テ
ー

ブ

ル
は
其

費

す

べ
き

長
時
間

か
難

じ

、

ニ
ッ

チ
、

ビ
ー

ル
ザ

ソ
〃
、

一

Dア

ロ
ン
シ
ア
ー
、

ホ
ツ
〃
等
に
其
多
費

芝
長
時
間
こ
な
拳
ぐ
。

1

(註
五
五
)

ヲ
ル
カ
ー
ば
英
国
及
米
国
に
て
に
、
多
農
厄
介
な
る

ペ
ネ
"
ー
プ
の
織
物

R
齊
し
き
官
僚
的
な

る
蔓
隈
な
く
し
て
、
評
定
た
事
情
通
の

吻

、静
定
委
員
に
委

か
す
こ
ミ
に
依
り
て
、
佛
近
思
嬰
等
よ
り
も

憲
暦
好

結
果
た
擧
げ
た
ご
い
ふ
。

(註
五
六
)

ピ
ー

ル
ザ
ツ
〃
ほ
曰
く

、
墓
帳
の
制
定
が
要
求
す
る
時
間
の
長
さ
に
事
件
の
悲
む
べ
き
峡
貼
で
あ
ろ
。
併
し
各
国
の
既

に
行

ひ
た
る
経

筒

験

に
よ
れ
ば
、
今
に
初
め
て
之
か
行
ふ
定
も
之
に
よ

つ
て
事
件

の
遙
捗
の
爲
め
に
利
す

る
所
が
あ
ら
う
ε
。
、

ラB

特

に

地

方

税

ざ

し

て

ー

ーい
公
卒
課
挽
及
計
　會
政
策
上
一

利
盆
原
則
の
斟
酌
、
各
地
事
情
に
適
切
な
る
課
税

註
五
七
)、
肚
會
政
策
上

の

(

69

§
70

71

.Wagner,a,a、e,Ir.S.728.Eheberg,a.a.0.S.211-2.

Dawson,】.c・P・389・391・

Ha.,a.a.0,S.64.Bastable,1.c.P,430,Nitti,1・Pfeiffer,a.a.O.S.166.

c.p.443.bier5ack,a.a.0.S.12],Hock,a.a.O.S.188.Roschet・,a.a,0.

1.S.463.72)Walcker,a.a、0.S.38.73)Biersack,a・a・0・S一13n・



目

的
ε

い
ふ
こ
ピ
よ
b

し

て
も
、
更

正
困
難
で
不
動

ご
な

る

べ
き
蔓
帳

制
よ
う
は
、
最
近

の
償
値

の
攣
化

に
伴

ふ

近
實
制

の
方

が

一
層

適
當

し
て
居

る
。

(註
五
七
)

普
國
に
て
は
「
八
九
三
年
の
地
方
税
改
革
ド
よ
り
て
各
市
町
村
が
特
別
賦
課
標
準
随
て
時
便
制
か
採
ろ
潅
得
る
.・マ㌔
、
な
っ
た
矯
め
に

　

地
租
な
し
て

一
般
厨
家
の
攻
益
税

が
篤
し
得

ろ
よ
り
も

「
恩
瓦
く
具
髄
的
地
方
事
情

に
筑
に
し
む
ろ
こ
こ

㌧
な
っ
た
。

うろ
牧
入
上
一

団
家
ε
し
て
は
色
々
の
税
を
も
つ
か
ら
、
地
租

、
つ
位
が
墓
帳
制

の
薦
め
牧
入
不
動
で
も
差
支

(
な

い
が
、
市
町
村
で
は
視
種
も
少
.い
か
ら
地
租
が
近
實
制
に
よ
り
て
放
入
の
可
動
で
増
進

の
勢
に
在
る
こ
ξ
を
希

紛

堅

し
な

け
れ
ば
な
ら

ぬ
。

うは
課
税
技
術
上
-

近
實
制
の
如
く
年
々
叉
は
近

き
年
数
毎
に
計
償
す
る
こ
ε
は
國
家
の
場
合

に
は
範
園
置
き

ぐ
に
過

ぎ
て
困
難
で
あ

り
叉
各
地
方
間

に
不
公
李

を
生

す

る
恐
も

あ

る
が

、

一
地
方
限

り
の
地
方
税

ε
し
て
は
、
賦

課

が
割
合

に
簡
軍

且
訊
速

に
行
は

れ
、
而

か
も
事
情

に
適

切
、公
李

に
も
行

は
れ
得

る
(註
五
八
)。

(註
五
八
)

ロ
ツ
シ
ア
ー
に
市
町
村
ば
画
家
よ
り
も

一
層
良
く
再
々
の
更
定
に
よ
り
て
當
時
の
賢
隙
の
上
地
攻
盤
叉
は
便
値
な
確
知
ゴ
ろ
為
得
ゐ
ぐ、

い
ひ
・
ビ
ル
ン
バ
ヱ

に
或
限
界
丙
に
獅
立
し
た
ろ
地
方
賦
課
で
に
、
地
方
事
情

の

一
層
瓦
善
智
識

及

一
思
急
速
な
る
貴
行

の
爲
め
に
賦
課
の
不

精

確

が
避

け

ら

ろ

＼
だ
得

ろ
も

の

で
あ
.ろ

こ
駕
す

。

結

論

句

以
上
要

之
、
国
家

の
場
合

は
兎

に
角

で
あ

る
ε
し

て
も
、
少

く

ε
も
地
方
税

ε
し

て
は
、
地
租

の
課

税
標
準

は

.

講

読

地
方
税
ε
し
て
の
地
租
の
課
税
標
準

第
†
暮
.

(第
五
號

四
五
)

六
一
九

亀

目
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町

論

説

地
方
税

ミ
し
て
の
地
租
の
課
税
標
準

第
+

一
巻

(
第
五
號

四
六
)

六

二
〇

牧

盆

よ

り

も

償

賂

、

毫

帳

債

狢

よ

b

も

近

實

僚
…格

に

依

る

の

が

最

公

雫

に

し

て

糺
肌
會

政

策

上

に

も

通

常

で

あ

b

、

課

税

技

術

土

左

迄

不

都

合

な

く

し

て

牧

人

も

可

動

増

進

的

な

る

を

得

る

。

即

ち

所

謂

普

通

慣

値

制

を

勧

む

べ
し

`
.

す

る

。

而

し

て

此

事

は

地

租

の

課

税

標

準

の

鞍

蓬

大

勢

か

ら

見

て

も

盆

牟

此

に

移

り

来

る

べ

き

を

知

る

こ

ピ

が

田

楽

る
。

但

だ

此

普

通

贋

値

制

に

は

地

方

團

髄

當

務

者

に

於

て

濫

用

さ

れ

ざ

な

や

の

掛

念

が

あ

b

、

非

實

果

的

の

能

力

ま

で

も

課

税

す

る

こ

`

、
な

る

恐

は

あ

る

。

之

等

に

謝

し

て

は

一
方

に

政

治

道

義

の

向

上

を

計

る

こ

ε

、
、

他

面

に
夫

の

も

の

、

宥

恕

規

定

を

設

く

る

こ

ご

(註
五
九
)
、
を

以

て
慮

ず

る

の
外

は

な

い
。

(註
五
九
)

ヘ
ッ
セ

ン
に
行
ば

る
。
例

之
、
機
績

的
に
農
業
的
障
利
用

さ
れ
た

ろ
土
地
が
全
く
牧
益

な
生
じ
な
い
か
叉
に
唯
小
牧
釜
し
か
生
じ
な

い

ミ
き

に
、
假
令
此
が
大
な
慣
値
准
有

し
て
も
、
重
日通
信
n値
に
r依
る
課
州祝
に
於
て
生
す

べ
エさ
嚴
酷
な
避
く
る
爲
め
「
F、
血
目肥遡
佃
驚
揖
に
の
み
依

っ
て
、課

暁
さ
れ
ず

し
て
、
む
し
ろ
中
間
物
が
指
定
さ
る
㌧
こ
ξ
㌧
な

ろ
。
即
ち
此
の
如
き
土
地
の
所
有
者
が
其
相
貌
義
務

め
ろ
土
地
の
全
敗
釜
便
値
が
其

全
音
濫
慣
値
よ
り
も
少
善

こ
ピ
な
謹
明
す
る
ご
音
は
、
普
通
領
値

で
は
な
く
て
-
収
益
儂
値

こ
普

通
慣
値

こ
の
中
分
よ
り
生
ず
る
所

の
中
間
慣
値

が
課
税
さ
ろ
N
、
㌔
ζ
㌦
な

み
。
而
し

て
藪

ート
攻
盛
価
値

ご
し
て
に
純
版
金
の
二
†
五
倍

こ
ゼ
ら
れ
、
そ
し
て
真
綿
攻
釜
は
其
土
地
が
從
來

の
維
濟

上
の
目
的
に
て
普
通
の
縄
螢
方
法
に
て
雫
均
的
永
続
的
F
生
す

る
心
得
る
も
の
で
あ

ろ
。
但
し
収
益
偵
値

ピ
普
通
偵
値

ε
の
差
異
が
唯
少
額
の
遭

音
は

(百
分
の
五
以
内
)
専
ら
普
通
偵
値
が
課
税
標
準

こ
な
る
。.
此
規

定
ロ
認
可
さ
れ
た

ろ
市
町
村
計
盤
内

の
不
建

築
地
に
に
目
的

の
如
何
に
拘

ら
す
嫡
用
さ
れ
な
い
。

(耽
會
政
策
の
趣
旨
よ
り
)尤
心
例
外
あ
り
。
此
が
市
町
村
計
豊

に
入
う
ま
で
農
業
的
に
利
用
ゼ
ら

れ
、
爾
来
相
籔

ド
よ
う

m

の
外

、
所
有
者
な
攣
更
せ
す

・
且

つ
其
後
も
農

業
的
に
利
用
さ
る
㌧
土
地
に
は
滴
用
す
。
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